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議案の題目 

１ 議員派遣の件について 

 

 

 

 

開 議 午前１０時００分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会議録署名 

議員の指名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

  ５番   木 村 忠 一 議員 

 

  ６番   田 中 正 一 議員 
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議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

西舘議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。定足数に達しておりますの

で、直ちに本日の会議を開きます。 

 また、新型コロナウイルス感染防止対策として、密集を防ぐため、

選挙管理委員会委員長、農業委員会会長、監査委員には出席の自粛

をしていただきましたので、その旨ご報告いたします。 

 

  （開会時刻 午前１０時００分） 

 

議事日程報

告 

西舘議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

 西舘議長 

 

 日程第１、議案第３６、おいらせ町職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（西舘道幸君） 

 それでは、議案第３６号についてご説明申し上げます。 

 議案書の５ページ、６ページをご覧ください。 

 新旧対照表は３０ページになります。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症から住民の生命及び健康を保

護するため緊急に行われた措置に係る作業従事者に対処するため、

防疫等作業手当の特例について人事院規則の一部を改正する規則が

公布されたことから、国に準じた特例措置を講じるため所要の改正

を提案するものであります。 

 改正内容は、新型コロナウイルス感染症の患者もしくはその疑い

のある者に対処する作業従事者に対し、１日につき３，０００円を、

特に患者の身体に接触または長時間にわたり接触作業に従事した場

合は１日につき４，０００円を支給するもので、おいらせ病院が発
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熱者外来に対応した令和２年２月２８日から遡って適用するもので

あります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長 

 

 説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 ８番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 おはようございます。８番、平野です。 

 今、説明がありまして、患者に接触とありますけれども、自分が

患者になっているかどうか分からないで来た結果、陽性だとか陰性

だとかで患者になったという場合、町長が定めるとあるんですけれ

ども、今の説明ですと、例えば医師、看護師、それからそれに関わ

っているというのはどの辺まで指すんですか。例えば、遡って適用

するわけですから、そのときは疑いがあって接触して、検査したら

そうだったと。ウイルス持っていたんだと。それらに関わっている

というのは、看護師のほかにも、例えばそこで働いている、その場

を清掃する人とか、そういうのも範囲に入るのか。対象範囲という

のはどの辺まで、町長が定めるものに従事したというのはどの辺ま

で入るのか、ちょっと説明いただきたいと思います。 

 

 西舘議長  病院事務長。 

 

答弁 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、平野議員の質問にお答えいたします。 

 まず、おいらせ病院は、現在、県から指定を受けた帰国者・接触

者外来という指定を受けておりまして、この新型コロナウイルスの

感染対策の病院に指定をされております。その中で、今、総務課長

が言われましたとおり、人事院から交付されて、今、改正になった

わけですけれども、平野議員のご質問にお答えいたしますけれども、

じゃあどのようなものが対象になるかということですけれども。ま

ず、新型コロナウイルスに診断された患者に間接的または直接的に

関わった者、それと新型コロナウイルス感染が疑われた患者で、Ｃ

Ｔ検査の結果肺炎と判断された、間接的または直接的に関わった者、

それとＰＣＲ検査を行った患者に直接または間接的に関わった者と

いうことで、医師、看護師、検査技師、レントゲン技師等検査技師
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が該当になるというふうに対象として考えております。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 病院の職種でいえば、医師、看護師、検査技師、レントゲン放射

線技師、診察に関わる方々ということで説明がありましたけれども。

実際にそういう検査をされて、かかった場合は、そこを清掃したり

防除するわけですから、これらは誰がやるんですか。清掃員がやる

のか。そうしたら、それらの人方も対象になるべきではないかと私

思うんですけれども。この検査した結果、患者がそういうウイルス

感染者だということになった場合、もっと関わる範囲というのが広

がると思うんですけれども、この辺についてちょっともう一回説明

お願いします。 

 

 西舘議長  病院事務長 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 現在のところ、２月２８日から現在まで４９件の検査がございま

した。そのうちの２件がＰＣＲ検査で、対象になるのが１２件なん

ですけれども、おかげをもちまして今のところ陽性という反応はご

ざいません。その４９件を診察、診断した中で、看護師と、関わる

者が消毒、除菌をして対応していると。要はそこに関わるＰＰＥ対

応、要は防護服を着た者がその都度消毒、除菌をして対応している

ということで、あくまでもそこに関わる医師と看護師、検査技師、

放射線技師ということを考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 １３番、西館芳信議員。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 私も今８番議員が質問したのとかなり近いもの、それから若干違

うもの、ただ箇所が似ているかなということで質問したいと思いま

す。 

 そもそも人事院の規則が今回改正されたと。それによって、我が

町の特殊勤務手当に関する条例というものが改正されなければなら
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なくなって、一定のものに関して本来２１０円か何ぼ与えるものを

３，０００円に上げますよというのが趣旨だと思われますけれども。

今、８番議員の質問の中でも、この防疫等作業と、それから例えば

この特殊勤務手当の中に列挙されています防疫とか、それから税務、

診療、手術、夜間看護手当とかとありますけれども、この防疫作業

と診療手当というふうに呼ばれていますけれども、防疫と診療、そ

れぞれの定義をまず私は知りたいです。お願いします。 

 

 西舘議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 

 防疫等作業手当でありますけれども、防疫等につきましては、感

染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律というもの

がございまして、その中でうちの条例は、その中の６条の第２項と

第３項ということで定めております。その第６条の第２項につきま

しては第１次感染ということで、例えばエボラ出血熱だとか痘瘡だ

とかいうふうなものが感染の定義に入っております。第３項には結

核というふうなものが含まれておりまして、これらについて防疫等

という、作業手当ということで、そのほかに町長が認めるものとい

うことになっておりますけれども、そのようなものが防疫等作業手

当、これまでのものでございます。 

 それと、今の診察、診療という部分については、あくまでも医師

がその症状を診て診察が必要だということで、住民の生命を守ると

いうことがどうしても必要だということについては、診察をして検

査をしていくということで、これが重要だと思っておりますので、

その診療、診察が該当になるというふうに思っております。 

 この中の診療手当の部分につきましては、医師の部分でございま

すけれども、夜間勤務手当、宿直手当の部分が入っているというふ

うなことが現状であります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今あえてこの２つの定義の違いというのを聞いたのは、普通、防

疫というと、防という字からして、私は、ここは予防と、それから

これ以上の拡大感染を防ぐということが、この防疫ということの、
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防疫という言葉の意味の大きさじゃないのかなと思うんですよ。 

 それから、診療に関しましては、例えば、今話しましたけれども、

医療行為あるいは看護行為、それから写真撮るとかそういうのは含

まれるかどうか分かりませんけれども、それはそれで厳格に区別さ

れているんだけれども、いざ現場で、例えばそれらしき者が担ぎ込

まれてきた。風邪で担ぎ込まれてきたものか、肺炎で来たのか、あ

るいは今のコロナウイルスで来たものか、それはすぐには区別つか

ないということになったとき、果たして防疫作業で当たっているの

か、あるいは医療行為で当たっているのか分からないとなった場合

に、じゃあ防疫作業だけ上げましょうというのはちょっとおかしい

な、同じ特殊勤務手当の中でこういうふうにして５つばかり列挙さ

れているのであれば、当然、医療行為、看護行為、それを含むので

あれば、この診療ということにも上げますよというふうになるべき

だと思うけれども、こっちのほうは特に今の場合は関係していない

というふうに私は見たんだけれども、そこはいかがですか。 

 

 西舘議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 今のご質問にお答えをいたします。 

 診療手当の部分でございますけれども、あくまでも危険手当、要

は防疫等作業手当と区別はついているんですけれども、あくまでも

これも医療行為の一つであると考えております。よって、今現在、

外来診療を行っておりますけれども、今、発熱患者につきましては、

事前に電話をいただく、場合によっては、突然来た患者については

玄関先でトリアージして、発熱があるかどうか問診をして、通常の

患者と別にして今診察しております。その中で、診察していく過程

の中で、どうしてもやっぱり、普通の風邪症状だったという形であ

れば普通の診察に戻しますし、場合によっては、通常の患者で入っ

てきても、これはちょっと肺炎症状があって、場合によってはコロ

ナの疑いがあるよと、疑わしいものがあるよという形であれば、そ

の時点でまた診察を別にして診療をすると。その中で検査をして、

ＣＴを撮って肺炎症状があればＰＣＲを取ったりということになり

ますので、あくまでもいろいろなパターンがあって、一概にこうだ

ということではなくて、あくまでも基本がありますけれども、それ

に準じた対応をしていくというふうな今対応をしているということ
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で、ご理解いただければなと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 なかなか今いきなり私がこういうことしゃべっても、なに重箱の

隅をつつくようなことをこの忙しい現場の中で話するんだというこ

とになるのかもしれないけれども、私はやっぱり最低この防疫等の

作業と、それから医療というものを区別して、お互いに、医師であ

っても防疫もちろんやらなきゃならない、やっているということに

もなるだろうし、反対に、もしかすれば防疫で済んでいいところを

こっちのほうまで応急に危急に立ち入らなきゃならないという場面

も想定される。だから、この辺ちゃんと国のほうがそういうところ

に、この人事院規則のほうが恐らく詳しくは何もないから、こうい

うふうに現場でぱっとしたものがないと思うんだけれども、そうい

うことを加味しながら、少なくともここの診療行為についても、手

術とかなんとかと私は何もしゃべっていないんだけれども、診療と

防疫のちゃんと区別の手当を、ちゃんと範疇をはっきりさせて、診

療のほうにもちゃんと考えを及ぼすべきでないのかなというふうに

話しているのであって、そこもし、課長、もう一回、私の質問、考

えについて答えられるところがあったらお願いします。 

 

 西舘議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 明確なお答えになるかどうか分かりませんけれども、先ほどもち

ょっと触れましたけれども、診療行為自体が防疫等作業手当という

ことで、その防疫等作業手当をやるということも診療ではあるんで

すけれども、医師、看護師、検査技師、放射線技師といった方がそ

れに携わって、新型コロナウイルスの対策に従事すると。それが仮

に陰性であっても陽性であっても、それに、危険な行為に立ち向か

っていくという行為に対しての防疫等作業手当ということで、病院

では一定の支給基準を設けて支給をしたいと思っております。 

 先ほども件数言いましたけれども、４９件のうち１２件が今そう

いう危険手当的な部分に該当するんですけれども、全てに該当させ

るのではなくて、こういう基準の中で支給していくんだよというこ
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とで考えていきたいと思っておりますので、どうかご理解をよろし

くお願いします。 

 これから特に、簡易キットが出たりとか、八戸市でＰＣＲの検査

ができるようになったということがありますので、場合によっては

そういう作業が増えていくこともあり得るかなと思っておりますの

で、病院とすれば、地域医療を守っていくという中で取り組んでま

いりたいと思っておりますので、どうかご理解をよろしくお願いし

たいと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（西舘道幸君） 

 それでは、事務長の部分にちょっと補足になるかどうか分かりま

せんけれども、今回の人事規則の改正というのは、３月と４月の２

回にわたって来ているわけですが、今回はやはり新型コロナウイル

スの感染症が起きたことによってこういう特例的に運用をしていた

だきたいということでの通知が参っております。 

 感染症につきましては、当初は武漢からの帰国者等への直接的な

対応とか、豪華客船の乗組員とか乗客の方への直接的な対応でした

けれども、その後、国内にもかなりの感染者が拡大したということ

で、一般のおいらせ病院のようなところでも、その感染者、もしく

はその感染の疑いのある方にも対応しているということで、今回特

例的に設けられた防疫作業への手当ということで位置づけられてい

ますので、その辺でご理解いただければと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３６号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長  日程第２、議案第３７号、おいらせ町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 税務課長。 

 

当局の説明 税務課長 

（福田輝雄君） 

 それでは、議案第３７号についてご説明申し上げます。 

 議案書７ページから９ページになります。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が

減少した被保険者の負担を軽減するため、国民健康保険税を減額、

免除することができる特例規定を追加する改正を提案するものであ

ります。 

 その内容につきましては、８ページをご覧ください。 

 附則第２３項では、減免の対象となる保険税の納期限を令和２年

２月１日から令和３年３月３１日までと定め、対象となる被保険者

の要件を同項第１号で、感染症による被保険者の属する世帯の生計

を主として維持する者が死亡または重篤な傷病を負った場合、同項

第２号で、感染症の影響により被保険者の属する世帯の生計を主と

して維持する者の事業収入が、アとして、前年と比較して１０分の

３以上減少していること。 

 ９ページをご覧ください。 

 イとして、前年の所得金額が１，０００万円以下であること。ウ

として、減少が見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得

の合計額が４００万円以下であることとし、附則第２４項では、や

むを得ない理由により納期限内に申請ができなかった場合に遡って

適用させるための規定を追加するものであります。 

 なお、この条例は公布の日から施行し、改正後の改正規定は令和

２年２月１日から適用するものであります。 

 また、附則第２３項第１号による、感染症により死亡または重篤

な傷病を負った場合は減免、同項第２号による、感染症の影響によ

り収入が減少した場合は、算定基準による割合で５段階で減額する

こととし、申請手続等を含め、要綱で定めることとしております。 
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 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３７号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長  日程第３、議案第３８号、おいらせ町介護保険条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

当局の説明 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 おはようございます。 

 それでは、議案第３８号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１０ページから１２ページ、新旧対照表は３３ページか

ら３４ページになります。 

 本案は、低所得者の介護保険料の軽減対策として、消費税増税に

合わせて介護保険料第１号被保険者の保険料を段階的に軽減してい

るところですが、消費税率１０％の財源が満年度化する本年度以降、

第１段階から第３段階の軽減割合をさらに拡大し、低所得者の負担

軽減の強化を図るものであります。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減

少した第１号被保険者の負担を軽減するため、介護保険料を減額、

免除することができる特例規定を追加する改正を提案するものであ

あります。 

 主な改正内容を説明しますので、３３ページ、新旧対照表をご覧



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１３－ 

ください。 

 第２条第２項第１号では、いわゆる第１段階の保険料率を６，０

７５円減額し２万４，３００円に、第２号の第２段階は７，２９０

円減額し４万５００円に、第３号の第３段階は２，０２５円減額し

５万６，７００円にするものです。 

 附則第１６項では、新型コロナウイルス感染症による保険料の減

免の対象となる納期限を令和２年２月１日から令和３年３月３１日

までと定め、対象となる第１号被保険者の要件を、同項第１号で、

感染症により第１号被保険者の属する世帯の生計を主として維持す

る者が死亡または重篤な傷病を負った場合、また、同項第２号では、

感染症の影響により第１号被保険者の属する世帯の生計を主として

維持する者の事業収入等が、３４ページをご覧ください、アとして、

前年度と比較し１０分の３以上減少していること、イとして、減少

が見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計額が４

００万円以下であることに該当する場合に、附則第１７項では、や

むを得ない理由により納期限内に申請ができなかった場合に遡って

適用するための規定であります。 

 なお、この条例は公布の日から施行し、改正後のおいらせ町介護

保険条例第２条の規定は令和２年４月１日から、附則第１６項及び

第１７項の規定は令和２年２月１日から適用するものであります。 

 また、附則第１６項第１号による、感染症により死亡または重篤

な傷病を負った場合は免除、同項第２号による、感染症の影響によ

り収入が減少した場合の算出方法と減免割合を規則で定めることと

しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １３番、西館芳信議員。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 ２点お願いします。 

 本当に聞くのも恥ずかしいんだけれども、これこう見て自分なり

にこの文面の中で解釈できなかったのがありまして、というのは、

６５歳以上ということで、その人たちに対する減免ということなん

ですが、それこそ１号だけでなくて２号の人たち、本当に壮年期に
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あって一家の大黒柱としてばりばり働く人たちが倒れたりなんかし

たときのにこれが全然言及していないのは、どういう理由かなと思

うんですよ。１号、２号ともにここに挙がってきたらそれは普通な

のかなと私なりに思うんだけれども、何しろ分からないところで、

何でそれが外れているかというのを一つ。 

 それから、前号の議案もそうだったんですけれども、基準という

か要件を、減ったとか幾ら幾らという範囲を定めるに、収入、所得

というふうに２種類になっています。この基本的な考え方、私は所

得だったら所得にしてもいいんではないかなと、私は所得のほうが

はっきりしていていいんでないのかなと思うんだけれども、何でそ

ういう扱いになっているのか。 

 そこ２点お願いします。 

 

 西舘議長  税務課長。 

 

答弁 税務課長 

（福田輝雄君） 

 西館議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の第２号の被保険者の取扱いがないという部分のことにつ

きましては、第２号の方々につきましては、それぞれの健康保険の

ほうから配分という形で、介護保険料の部分が、例えば国保であれ

ば医療費分と、あと介護保険、あと後期高齢者の支援のもので３分

割されていまして、それぞれに制度のほうの会計に充当する形にな

ります。なので、一般的に６５歳未満の方々につきましては、そち

らの国保であれば国民健康保険のほうの割合でなっておりますの

で、その方々がもし減収等コロナの影響を受けた場合には、国民健

康保険の減免で対応する形となります。 

 続きまして、あと２点目の比較するものが所得であったり収入で

あったりという部分になりますけれども、所得につきましては、例

えば１年間をトータルして控除額を引いたものが所得額になります

けれども、今回の部分につきましては、比較する現年のものが、要

は控除額を引くものと、出しにくいところがあるので、減収額を比

較する場合は収入で判断し、対象を絞る場合には所得を見るという

形で分けているということでご理解いただければなと思います。 

 以上です。（「分かりました」の声あり） 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３８号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長  日程第４、議案第３９号、水槽付消防ポンプ自動車（百石第１分

団）購入契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第３９号についてご説明申し上げます。 

 議案書１３ページ、１４ページをご覧ください。 

 また、入札結果は３５ページに載せておりますので、併せてご覧

ください。 

 本案は、本町地区の百石第１分団に配置しております水槽付消防

ポンプ自動車更新のため、去る５月２１日に奥羽特装販売株式会社

ほか６社により指名競争入札を執行したところ、５，６１０万円で

株式会社八戸鉄工所が落札者と決定しましたので、この契約を締結

するため、地方自治法第９６条第１項第８号及びおいらせ町議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の

規定により提案するものであります。 

 百石第１分団に配置しております消防車両は、昭和６２年３月に

配備したもので、３３年を経過、車両の老朽化が懸念されており、

車両更新整備を行い、火災など災害発生時の迅速かつ適切な対応等、

消防体制の充実、強化を図るものであります。 

 なお、購入予定の車両は現在の車両と同等の仕様で２，０００リ

ットル容量の水槽を搭載するもので、納入期限は令和３年２月２８

日となっております。 
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 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 １３番、西館芳信議員。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 西館です。 

 入札の在り方だとか金額等については特段何もありませんが、こ

の消防自動車の購入ということについての必要性、必要性について

からの見地で質問するものですからちょこっと広がるかもしれませ

んけれども、ご容赦ください。 

 まず第一に、この契約金額５，６１０万円というのを見たとき、

全くこういうことに疎い私としては、普通の消防自動車と比べて随

分値が張るな、高いものだなと思いました。それは、ポンプ自動車

という、ポンプがついたからだと思います。そのポンプというのは、

消防自動車はともかく現場に行って何が一番大事かというと水利、

いわゆる、町であると消火栓だとか、そういう水をくめるところが

ばっと行くのが一番初期の消火活動の出発で、全部の消火活動を左

右してしまうということになるかと思いますけれども、それをやる

必要性が全く初期の段階でないということでこれを購入するという

ことになるかと思いますけれども、そうであるのであれば、今、我

が町にある消防自動車、何台でしたっけ、３０台、それの今何台が

このポンプ自動車で、あと何台が普通の消防自動車なんでしょうか

というのが１点。 

 それから、この水利に関して、常時消防のほうはいろいろ時間も

ありますし、もうプロとしてやっているから何ら差し支えないかと

思いますけれども、消防団のほうに対しまして、この消火栓の位置

ぐらいはまあいいのかもしれないけれども、各地域によって、こう

いうポンプ自動車がない場合はこういう水の供給の仕方をしなきゃ

ならないというようなことは、どういうふうに、どんな団員を対象

に、日頃、教養訓練されているんでしょうか。 

 そこの２点。１点が普通の消防自動車とポンプ自動車の割合。そ

して水利を確保するための教養訓練が、消防団員そのものに対して

どのように教養訓練されているかという２点、お願いします。 
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 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 ２点ほどご質問いただきました。 

 まず、１点目の消防ポンプ自動車の配備の状況でございます。分

団そのものは、百石地区が９分団、下田地区も９分団、合わせて１

８分団ございます。それぞれに１台ずつ配備されておりますので、

全部で１８台になります。そのうち現在の配備車両で、いわゆる水

槽付と水槽付でないもの。今回契約対象は水槽付のものでございま

すが、水槽付につきましては５台になります。１８台中５台。よっ

て、残りの１３台が水槽がない通常のポンプ自動車ということにな

ります。これがまず１点目のポンプ自動車の内訳でございます。 

 それから、２点目の関係です。消防水利の関係です。すみません、

教養とか訓練の辺りのところにつきましては、詳しいもの私もちょ

っと承知してございませんので、そこまでちょっとお答えできませ

んが、知っている範囲内でお答えしたいと思います。 

 消防水利につきましては、町内に消火栓とそれから防火水槽、そ

れぞれ配備してございます。一定の割合、消防水利の基準というも

のがございまして、その基準になるべく満たすようにあちこちに消

火栓であったり防火水槽等を配備しているものでございます。これ

につきましては、毎年度、常備消防であるおいらせ署のほうから点

検等していただきながら、足りないところにつきましては、この地

区にこのぐらいの数はあったほうがいいですよということを提案を

いただいて、あとは予算の範囲内で配備している状況でございます。 

 万が一火災等があった場合に、そういった消防水利、防火水槽で

あったり消火栓がないところもございますので、そういったところ

には、今回購入するような水槽付ポンプ自動車を初期消火活動用に

充てて、なるべく消火が迅速に行われるように対応するものでござ

います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 今、消火栓がないようなところもあるというふうに私は聞いたん

だけれども、ないというか、例えばホースの長さ等、その消火栓、
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それから火事が出た位置のいろいろ考えて、ホースが届かないとい

うところもあるというふうに解釈してよろしいんですか、それは。 

 もしそうだとすれば、これからこの５台という数をもっともっと

増やしていこうと町では考えていますか。必要性があるというふう

に考えますか。それとも、まあ今これでいいんでないだろうか、大

体、常時消防のほうもあるし、それなりに足りているんだという考

えでいいものだかどうか、そこをちょこっとだけ聞かせてもらえれ

ばと思います。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 今後のことでありますので、確かなこととしてはちょっとお答え

できない部分もありますが、基本的に現在ある車両の更新では考え

ているものの、ただ、今回の水槽付ポンプ自動車の水槽の容量が２，

０００リットルでございますが、この２，０００リットル、初期消

火活動でどれぐらいもつかというと、放水の量にもよりますが、５

分から１０分ぐらいということで、消火活動全てに対応できるもの

ではございません。あくまでも初期消火というところでございます。

それから、消防団のみならず、常備消防であるおいらせ署のほうが

全体に立っていろいろ調整等行いますので、それを助けるような形

で消火活動に当たります。 

 あと今後の話でございますが、現在、百石地区が９分団、下田地

区が９分団ございます。消防団員等が今後ずっと充足されていけば

いいんですが、地区によっては団員数が確保できないところもござ

います。今、消防団といろいろ協議してございますが、消防団の統

廃合のことも今協議、調整しているところでございます。数年はか

かると思ってございますが、そうなった場合に、今度消防ポンプ自

動車が過剰になる可能性もございますので、その辺も見据えながら、

消防ポンプ自動車の計画的な配備を進めていきたいと思ってござい

ます。様々な諸課題がありますので、現時点ですぐ現在のある車両

をそのまま更新していくと過剰になる可能性もございますので、そ

ういった統廃合も含めながら、段階的にいろいろ考えていきたいと

思っているところでございます。 

 以上です。 
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 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３９号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長  日程第５、議案第４０号、木ノ下小学校講堂天井改修工事請負契

約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、議案第４０号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１５ページ、１６ページをご覧ください。 

 入札結果は３６ページになります。 

 本案は、木ノ下小学校講堂天井改修工事施工のため、去る５月２

１日に１８社により一般競争入札を執行したところ、４，５５４万

円で株式会社柏崎組が落札者として決定いたしましたので、契約を

締結するため提案するものです。 

 本工事を施工することにより、第１体育館の釣り天井改修を初め、

第１・第２体育館ともに照明器具や放送機器、バスケットゴール等

の落下防止対策など、令和３年２月２８日までに施設の耐震化が図

られることになります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、本案に対する質疑を終わります。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２０－ 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４０号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 西舘議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 西舘議長  日程第６、議案第４１号、令和２年度おいらせ町一般会計補正予

算（第３号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 財政管財課長。 

 

当局の説明 財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 それでは、議案第４１号についてご説明いたします。 

 議案書は、１７ページから２０ページになります。 

 本案は、既定予算の総額に１億６，３８６万２，０００円を追加

し、予算の総額を１３０億１，１８３万８，０００円とするもので

す。 

 歳入歳出の内容についてご説明いたします。 

 別冊の令和２年度一般会計補正予算（第３号）に関する説明書を

ご用意ください。 

 まず、歳出の主な内容からご説明いたします。 

 ５ページをお開きください。 

 ２款１項４目財産管理費の１７節庁用器具費１０２万円の追加

は、新型コロナウイルス感染症対策として気温上昇時のマスク着用

による熱中症予防を図ることから、公共施設や庁舎などに設置する

扇風機を購入するため計上するものです。 

 ２款２項３目情報政策費の１２節感染症対策臨時窓口開設用機器

設定委託料１２１万７，０００円の追加は、新型コロナウイルス感

染症対策として、感染者発生に伴い庁舎を一時閉鎖する場合に、臨

時窓口の開設に必要な機器の設定を行うため計上するものです。 

 ６ページをご覧ください。 

 ２款４項１目戸籍住民基本台帳費の１２節住民基本台帳システム
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等改修委託料２５２万５，０００円及び戸籍システム改修委託料６

４２万４，０００円の追加は、マイナンバー制度に基づくシステム

の改修を行うため計上するものです。 

 ３款１項３目高齢者福祉費の２７節介護保険特別会計繰出金２３

２万４，０００円の増額は、当該特別会計における人件費補正に伴

い計上するものです。 

 ３款２項１目児童福祉総務費の１８節ひとり親家庭支援商品券支

給事業交付金３５０万円の追加は、該当世帯に対する町内産地直売

所で使える商品券の支給を、新型コロナウイルス感染症に係る町独

自支援策として実施するため計上するものです。 

 ７ページに移ります。 

 ４款１項５目成人保健対策費の１１節通信運搬費１１６万３，０

００円の増額は、新型コロナウイルス感染症対策として、感染リス

ク回避を図ることから、健診手続に郵送を活用するため計上するも

のです。 

 ４款４項１目病院費の１８節病院事業会計医業外収益・他会計補

助金２１９万９，０００円の増額は、おいらせ病院職員の新型コロ

ナウイルス感染症に係る防疫等作業手当支給に要する経費を一般会

計が負担するため計上するものです。 

 なお、当該手当につきましては、議案第３６号にてご審議いただ

いた特殊勤務手当条例の改正を踏まえ積算した金額を計上しており

ます。 

 また、病院事業会計資本運営費負担金１６８万円の増額は、新型

コロナウイルス感染症対策として、おいらせ病院の器械備品購入に

要する経費を一般会計が負担するため計上するものです。 

 ８ページをご覧ください。 

 ６款１項２目農業総務費の１８節農業労働力確保支援事業費補助

金５４０万円の追加は、新型コロナウイルス感染症の影響により解

雇または休職を余儀なくされた町民等を農業者等が雇用した場合に

おける賃金に対する支援を、新型コロナウイルス感染症に係る町独

自支援策として実施するため計上するものです。また、農産物プレ

ミアム販売助成事業費補助金１４０万円の追加は、農産物の消費拡

大を図ることから、農協と連携した商品券の販売を新型コロナウイ

ルス感染症に係る町独自支援策として実施するため計上するもので

す。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２２－ 

 ６款３項１目水産業総務費の１８節水産物プレミアム販売事業費

補助金１４０万円の追加は、水産物の消費拡大を図ることから、漁

協と連携した商品券の販売を新型コロナウイルス感染症に係る町独

自支援策として実施するため計上するものです。 

 ９ページに移ります。 

 ７款１項２目商工業振興費の１８節事業継続支援給付金５，００

０万円の追加は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減

少した小売店やサービス業等の小規模事業者に対する一律１０万円

の交付を、新型コロナウイルス感染症に係る町独自支援策として実

施するため計上するものです。 

 なお、予算計上額５，０００万円のうち２，０００万円は、先日

の５月臨時会における補正予算で、飲食業等に対する一律２０万円

の交付を事業継続支援事業費補助金の名称で計上しておりました

が、本名称に変更することに伴い予算を組み替えるため併せて再計

上するものです。 

 テナント料等助成金１，０００万円の追加は、同じく５月臨時会

における補正予算で、テナント料等助成金交付事業費補助金の名称

で計上しておりましたが、名称変更に伴う予算組替えのため再計上

するものです。 

 町商工会プレミアム付商品券発行事業費補助金３，３５０万円の

追加は、消費を喚起し経済の地域内循環を促進すべく、町商工会と

連携し、町内で使える３０％のプレミアム付商品券の販売を新型コ

ロナウイルス感染症に係る町独自支援策として実施するため計上す

るものです。 

 休業協力事業所減収者支援給付金２，０００万円の追加は、県か

ら休業要請に伴う協力金を支給された小規模企業者に雇用されてい

る町民が減収した場合における一律２万円の支給を、新型コロナウ

イルス感染症に係る町独自支援策として実施するため計上するもの

です。 

 ７款１項４目観光施設費の１２節自由の女神像建立３０周年記念

事業委託料２８４万３，０００円の追加は、情報発信強化を図るこ

とから、観光パンフレット、ＰＲ動画及びホームページの制作を県

の補助金を受け実施するため計上するものです。 

 １４節の自由の女神改修等工事費５４９万２，０００円の追加は、

自由の女神像の長寿命化を図ることから、外装塗装及び内部支柱の
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補強工事を県の補助金を受け実施するため計上するものです。 

 １０ページをご覧ください。 

 ９款１項２目消防施設費の１８節消火栓補修等工事費負担金１７

５万円の増額は、本年度の消火栓移設更新工事の実施見込みにより、

八戸圏域水道企業団への負担金について予算不足が見込まれるため

計上するものです。 

 ９款１項３目災害対策費の１０節消耗品費２１５万円の増額は、

新型コロナウイルス感染症が流行している状況で、自然災害発生に

伴う避難所等開設を想定しまして、感染症対策に万全を期すため必

要な物資を備蓄するため計上するものです。 

 １１ページに移ります。 

 １０款２項１目学校管理費の１７節庁用器具費１０６万円の増額

及び１０款３項１目学校管理費の１７節庁用器具費５１万円の増額

は、新型コロナウイルス感染症対策として、気温上昇時のマスク着

用による熱中症予防を図ることから、町内小中学校に設置する扇風

機を購入するため計上するものです。 

 次に、歳入の内容についてご説明いたします。 

 ページが前のほうに戻りまして、３ページをご覧ください。 

 １５款２項２目民生費国庫補助金の社会保障・税番号制度システ

ム整備費補助金８９４万９，０００円の追加は、歳出の２款でご説

明した、マイナンバー制度に基づく住民基本台帳システム及び戸籍

システムの改修に係る国庫負担分として計上するものです。 

 １６款２項１目総務費県補助金の県市町村元気事業費補助金６０

８万３，０００円の追加は、自由の女神像リブランディング事業ほ

か、青森県元気な地域づくり支援事業費補助金の事業採択に伴い計

上するものです。 

 １９款２項１目財政調整基金繰入金１億４，８８３万円の増額は、

当補正予算の編成に係る一般財源の調整により計上するものです。 

 なお、補正後は６億９，０６３万７，０００円の予算額となり、

予算ベースでの財政調整基金の残高の見込みは、今年度末で７億１，

４９７万１，０００円となります。 

 歳入の説明は以上です。 

 次に、１３ページをご覧ください。 

 給与費明細書になっております。こちらは、人件費に係る今回の

補正内容を反映したものです。 
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 １５ページをご覧ください。 

 「補正予算主な内容」は、予算案審議の参考資料として、ただい

まご説明した主要な経費等の個別説明を掲載したものです。 

 以上で説明を終わります。 

 

 西舘議長  説明が終わりました。 

 第１表歳入歳出予算補正の歳入歳出全般及び給与費明細書につい

ての質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 一般会計補正予算（第３号）に関する説明書３ページから１３ペ

ージになります。 

 ここで１１時１０分まで休憩いたします。 

 

  （休憩 午前１０時５６分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午前１１時１０分） 

 西舘議長  先ほどの説明に対し、質疑ございませんか。 

 １２番、柏﨑利信議員。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 歳出の６ページに、３款民生費第１項社会福祉費とございます。

その中でもって高齢者福祉費とありますが、この関連でもってちょ

っとお聞きしたいと思います。 

 先般行われた、５月２５日の全員協議会の中でもって、そこの３

ページにイベント等の取扱いということが書いてあるんですけれど

も、それで６月から１１月までの町主催のイベントが列記されてお

りますが、この中に地区敬老会というものがございません。それで、

地区敬老会は、当初予算でもって４０８万円、敬老会開催委託料と

して計上されています。町の方針として、敬老会は委託をするもの

かどうか、まず伺いたいと思います。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えいたします。 

 敬老会につきましては、当初、町の方針に沿って中止ということ

も考えておりましたが、緊急事態宣言も解除されまして、厚生労働
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省からも通いの場の開催の留意点みたいなものが来ております。で

すので、その留意点に沿った形、要は密を避けるとか、食事をする

際には横並びとか距離を取る、話をあまりしないとかという条件が

そろえばやってもいいのかなという感じも今いたしております。 

 あとはその敬老会の開催方法についてですけれども、ある町内会

からは、表彰だけやって弁当を渡したいというところもあります。

記念品等渡したいというところもあります。そういったことも踏ま

えまして、今、課内で検討中でありますので、その開催する、しな

い、それから開催方法について、今検討中ということでご了承いた

だきたいと思います。 

 

 西舘議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 今検討中ということでございますが、これと似たようなのでミニ

ふれあい地区いきいきサロンというのがございます。本年６月、今

月ですけれども、１７日に代表者会議が予定をされています。地区

敬老会にあっても同じく代表者というのがありますので、一度集め

て、どのような形で実施をしたらいいのかと。ただ横並びで、今ま

で会食をしたり、様々な芸能関係の方を呼んだりとかして実施して

いるところが多いと思いますけれども、それぞれの地区においては、

新しい生活様式というものもありますでしょうから、どのようなこ

とが高齢者にとって好ましいのかですね。今までの参加者は、少な

いところであれば約３割、対象者の３割です。多いところで６割ぐ

らいと聞いております。それ以外の方は、地区敬老会を開いても出

てこないんですよ。高齢者の方は、スタッフに対してやっぱり気を

遣っているわけです。自分を迎えに来てもらわなければいけないと

か、それを遠慮して、私は出ないと、そういう人が多いです。出な

ければ、今まで町からの参加者に対する３，０００円というのが全

く除外されるわけですよ。ですから、公平さに欠けるのではないか

と。例を挙げれば、三沢市は全対象者に対して弁当の引換券を発送

しています。ご家族の方であればどなたでも、その引換券を持って

指定された日時に引換えに行くわけです。ですから、敬老会の対象

者全員がひとしく弁当を受け取ることができると。そういう手法も

あります。 

 ただ、それ以外にも何か今の新しい生活様式の中でもって対応し
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ていくことができないのかということを、みんなで知恵を出し合っ

て協議をし、そして、あ、おいらせ方式というものもあるんだとい

うふうなことを模索してみたらいかがかなと。今やらないと、９月

１６日、１７日あたりが敬老の日かな、もう間に合わないです。で

すから、喫緊に代表者の方を集めて、担当課としてもみんなの知恵

を借りて、課内だけではなくて、いろいろな意見が出てくると思い

ますので、そのようなことを実施するお考えはないでしょうか。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 代表者会議を開催していろいろな意見をということですけれど

も、まず課内での検討中ということもありますので、その代表者会

議をやるかやらないかも含めて検討をしたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １２番。 

 

質疑 １２番 

（柏﨑利信君） 

 今このコロナの関係で、様々な方々が何らかの支援策を示され、

それに申請をして恩恵に浴している方もあろうとは思いますけれど

も。事業主、あとは大学の学生のお子さんをお持ちの方とか、独り

親家庭とか、様々なことが支援策として打ち出されてきています。 

 ところが、高齢者の方の支援策というのは、高齢者なんてどこ見

ても何もないような気がするんですよ。だから、そうじゃなくても

外出を控えてくれとかそういうことで自宅にばかりいると、高齢者

の方、ますます弱ってしまいます。ですから、出る場所、みんなと

集う場所、３密を避けてそういう場を設けて、生き生きとした生活

をしてもらわなければいけないと思います。 

 町長の所信表明にもあるんですよ。６つ掲げてありますけれども、

第１に「人を守り、人を育てる」、第２に「働く場と賑わいをつくる」

と、第３に「いきいきと暮らす」と。様々あるんですよ。そういう

中で、きちんとして町として方向性を示し、おいらせ版ということ

で、青森県でトップでもいいですよ。こういうやり方もあるんだと

いうふうなことを真剣に考えていかなければならない。そう思って

います。 
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 そして、何よりも平等でなければいけない。高齢者の方、今は７

５歳以上ですけれども、昨年の実施した結果を見てみると、町から

はハンドタオルみたいなものが全員に配られました。極めて不評で

ございました。ですから、それも考えなければいけないし、高齢者

の方々が我々代表者とかスタッフの方に気を遣わなければいけない

と、そういう社会も見直さなければいけないと思います。ですから、

どういうことが敬老会で対象の方々が納得できるような、また、全

ての方に喜んでもらえて、いやこれだと公平だなと、そういうこと

が町として実施できると。それは委託はするわけですからそれぞれ

の地域にはなるわけですけれども、そういう社会をつくらねばいけ

ないんですよ。よって、担当課にあっては、これを本当に真剣に考

えて、どうすることが最も望ましいのかということを早急にお示し

をしていただけるように強く希望いたします。 

 以上です。答弁は要りません。 

 

 西舘議長  次に、１番、佐々木 勝議員。 

 

質疑 １番 

（佐々木 勝君） 

 １番、佐々木です。 

 今、柏﨑議員からの敬老会の件、前も私も質問させてもらったん

ですが、そういったことで、タオルもそうなんですが、すごく不評

ですね。そういったことで、やっぱり根本的に取りあえず見直しを

していただきたいというお願い。 

 本題に入りますが、８ページと９ページになりますが、プレミア

ム商品券とか野菜、水産物、そのような買物クーポン券発行に当た

って、昨日、平野議員も一般質問の中にありました、町内の保育園、

幼稚園、放課後児童クラブ等々の支援金、町長は昨日考えていない

という話していましたけれども。平野議員は１人５万円という話も

されていましたけれども、５万円じゃなくても２万円でも３万円で

も、例えばこういった商品券を配るとか、ちょっとでも支援をして

もらったほうがいいかなと思います。医療従事者はもちろんのこと

大変ですし、現場の方々、幼稚園とか児童クラブの方々も、学校が

休みのとき、現場がそういった子供たちが遊びに来るといったとき

に、やっぱりどういう対応を取ればいいのか、すごく恐怖を感じな

がら、もしその従事者の方がうつった場合、家族全員がだめになる

んですよね。実際、十和田市で出た場合でも、子供をおじいさん、
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おばあさんの家に預けて、親はうちに２人いたという話も聞いてい

ますし。そういったことで、やっぱりそういった前例があれば、実

際ここで働いている方々は、実際じゃあここの、実際なった場合に

どうなるのと。子供がいなければまだいいというわけでもないです

し、働いている方がもう職場に行けないという危機もあるわけです

よ。その辺を考えれば、やっぱりすごく精神的に負担を感じて従事

しています。やっぱり、現金がだめならこの商品券でもいいでしょ

うし、そんな負担は大きくならないと思いますが、１万円でも２万

円でもやったほうが、全然やっぱり気をつけようとかと、子供たち

にももっと真剣に見るという意欲が湧いてくるものですよ。今、実

際１例もないので安心していますが、その辺を考えてもらわないと、

今後、第２、第３が来たときには、もう働かないという人が出てき

ます。少しでもやっぱり町のほうでその辺を考えていますよという

ことを示していただきたいというのと。 

 ９ページの３番、商標更新業務委託料と、これは何の部分と、あ

とそういった商標を取ることは何件あるのか、されているものがで

すね、それを教えていただきたいのと。 

 あとは観光施設費の自由の女神の建て替え、３０周年記念の行事

はいいんですが、１７ページに説明書いていますけれども、情報発

信強化のための観光ＰＲとパンフレット等と書いていますが、自由

の女神自体、春もたしか何か点検やっていましたよね、足場組んで。

あれは何だったのか。実際足場組んでいるの私見ていますし。安全・

安心のためには当然強化しなきゃならない、整備しなきゃならない

んですが、観光ＰＲ、ホームページ等で掲載するというんですが、

自由の女神はもちろんのこと、その周辺ですね。今後そういうのを

取り組まないんだか、あるのか、それもお聞かせ願いたい、公園全

体で願いたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今、昨日の平野議員の一般質問に関しての答弁を少し変えたらど

うですかというご意見でありますけれども、まずもって保育園、そ

してまた児童クラブの先生方には、本当にこういう新型コロナ対策

という部分で思いがけない苦難が押し寄せたということ、非常に日
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夜努力あるいは苦労されていることに、心からお礼申し上げますと

ともに、何とか頑張ってほしいなという励ましをしながらお願いし

ていかなければならないなというのは重々感じております。 

 しかし、昨日も平野議員から５万円ほど出したらどうですかとい

う話もありましたけれども、私は答弁の中では、それなりに保育所

は子供が行っているかもしれないけれども、児童クラブのほうは逆

にあまり密にするな、あるいは締め切ったところにいるなという部

分があって、あるいは学校の指導等もありまして、子供さん方が平

常よりも少ないようなという話を聞いているもので、じゃあ先生方

も少しは負担が軽くなっている、危険的な部分での神経的な、精神

的な苦労はあるかもしれませんけれども、肉体的なところでは少し

は子供さんが少ない部分で楽できているんではないのかなという部

分があって、５万円出さなくてもいいんではないのかなという考え

を持っておりましたけれども、今、佐々木議員がおっしゃったよう

な部分があって、プレミアム商品券でもいいんでないかというよう

なアイデアもありますので、そういうことも含めて、また改めて、

第３次ということもありますし、もしかすればまた第４次が出るか

もしれません。その部分を含めて、対応は、担当課もありますし、

担当職員もいますので、相談しながら、どうすればいいのかなとい

うことは、検討というとやらないほうが多いんでないかという話が

ありますが、そういうことはなく、全く真っさらな状態で、やるべ

きかやらないべきかということを改めてまた考えさせていただきた

いと思います。 

 そしてまた、先ほどの答弁と変わりますが、柏﨑議員は敬老会の

ことで公平でないというご指摘もありますので、そういう部分を含

めて、また担当課と相談しながら検討していかなければならないの

かなという気がしております。 

 その他、先ほど２つぐらい別な質問があります。それは担当課か

ら説明させますので、よろしくお願いします。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 佐々木議員のご質問にお答えします。 

 まず、９ページ、商標の更新の件でございますが、こちらはうち

のほうでブランド戦略の一環でつくっております「おいらせ 
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KIyORAKA」という青いマークがあるんですが、そちらの標章を、標

章の登録件数でいうと３件分取っているという、商品の部分で、食

べ物とかお酒とかそういう部類で３件分取っている関係で、１０年

間の更新期間が来たということで、６か月前からの手続という形で

の分になります。 

 次が自由の女神の関係でございますが、まず記念の委託料のほう

が、春もやっていたということですが、そちらは老朽化に伴う調査

の委託でございました。実際に調査したところ、内部の骨組み等が

老朽化で腐っていたり、腐食して、あと隙間等もあると。加えて、

見た目どおり塗装等も汚れてきたということでリニューアルしたい

ということで、工事費を今般計上しているところでございます。 

 あとそれから、今回の記念行事の委託料につきましては、大々的

にはできませんので、この工事でリニューアルしたということで、

この際、さらに３０周年を記念して自由の女神でもう一度守り立て

ていきたいということで、リブランディングという形で観光の資源

として再度活用していきたいという思いでやるものです。 

 あと今後の周辺の工事の取組の予定ということになると、今回の

この工事を終えると、もうその部分につきましてはないということ

で、今年度で終わる予定でございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １番。 

 

質疑 １番 

（佐々木 勝君） 

 町長、じゃあそういうので、前向きでぜひ検討していただきたい

なと思います。少しでもやっぱり従事者の方は、ああ見てくれてい

るんだな町はということであれば、全然やっぱり対応が違ってきま

すし、力強く感じると思います。 

 ということと、今の自由の女神の件ですけれども、ここで終わる

というか、部門が別になると思うんですけれども、取りあえずそれ

はそれで分かりました。あんまり何回も３回も金かけられないとは

思うので、その辺周辺、やっぱり自由の女神は一番のおいらせ町に

とっても、結構朝とかも今来ていますね、人が。私も朝５時半ぐら

いにはもう散歩しているんですが、結構あそこの目の前に来て、池

の前に来て写真撮ったり見回りしています。あと散歩も結構してい

ます。そういった部分でやっぱり象徴になると思うので、ぜひこの
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辺は取り組んでいただきたいのと、それと今後そのいちょう公園周

辺の整備等々も含めて考えてもらえばなと思っております。 

 以上です。答弁要りません。 

 

 西舘議長  次に、１５番、 山 忠議員。 

 

質疑 １５番 

（ 山 忠君） 

 ９ページなんですけれども、９ページの３の観光費の中で、区分

の１８、負担金補助及び交付金の関係でマイナス２５万円というこ

とで、東北デスティネーションキャンペーン青函部会事業費負担金

と出ていますが、これはどういう意味の負担金なんですか。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 それでは、 山議員にお答えいたします。 

 ９ページの観光費、東北デスティネーションキャンペーン青函部

会の事業費負担金の件でございますが、こちらは今年度から、東京

オリンピックを機に観光客が世界各国から日本にやってくるという

ことで、そちらの観光客を少しでも東北・北海道地方に呼び込もう

ということで、県が主体となって、それぞれの東北・北海道地域の

自治体間で負担金を出し合ってＰＲをしながら観光客を呼び込もう

というものでございました。 

 ただし、オリンピックが延期になっておりますので、こちらの事

業等も縮小されまして、事前広報はされないで、来年等に持ち越し

される予定でございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（ 山 忠君） 

 分かりました。 

 これはこれとして、おいらせ町の観光についてのことになります

けれども、関連になるかと思いますが、コロナのおかげで観光、特

にお祭り、百石まつり、下田まつり、鮭まつりと、一環の行事がも

う中止という状態になってしまったわけです。それが今度は来年に、

これから終息していった場合に、来年どのようなおいらせ町の活気

を出していくかというと、やっぱりこの観光の問題が一番のおいら
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せ町を元気にさせる要であろうと思うんです。そういう意味で、今

回は予算は全然使わない状態になっているわけですね。だから、ぜ

ひ来年、その予算を来年に使わせてもらえるかどうかですね。 

 そしてまた、事業評価によって、本当は来年、鮭まつり等、二、

三の事業が中止に近い、見当ですが、になっていますけれども、こ

れらについても話合いをする機会がなくなっているわけですよね、

会合を持とうにも。ということで、それら含めて１年送りにしてほ

しいという要望です。それに対する考えを聞かせてもらえませんか。

お願いします。 

 

 西舘議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 山議員の質問にお答えしたいと思います。 

 まず、事務事業の見直しが今年度粛々と進められていくと、来年

その事業が別な形でできたのか、それともやめてしまったのかとい

うふうな、そういう状況に今年度はなったかと思いますけれども、

先ほど言われましたコロナの関係でもって今年度は話合いさえ持つ

場が持てないでいる状況にありますので、ぜひともこの状態を、来

年度を話合いをすべく持ちたいなと。その事業費についても、でき

れば繰越ししたいんですけれども、ただそこにおいて、町とすれば

このコロナの状況がいつまで続くのかというのはちょっと分からな

い状態なので、取りあえず町とすれば、次年度もコロナの影響が出

るようであれば、職員はやはりその事業に携わることはできない、

派遣できないというスタンスを取っていきますので、その事業が来

年やられるかどうかというのはちょっとまだ定かではないところで

す。 

 ただ、コロナの終息が出されたというときには、議員おっしゃる

とおり、今年度の予算をもって次年度に繰り越した形で、観光事業

ということでの事業をそのまま続けていきたいなと思います。 

 ただ、それも来年度、今年度は事務事業の見直しができないわけ

ですから、来年度はしっかりとした形で事務事業の見直しをしてい

かなきゃならないと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １５番。 
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質疑 １５番 

（ 山 忠君） 

 ありがとうございます。 

 その観光協会のほうでも、それなりにいろいろな工夫をして、今

までのとおりのそれではなくて、事業見直しをしながらやっていき

たいと、そういうことも話合いが行われていますので、それをまず

理解してもらって、来年、今、副町長が言われたように、来年とに

かくやらせてもらって、その中でいろいろ次の問題を考えていきた

いと思っていましたので、よろしくお願いします。答弁はいいです。 

 

 西舘議長  次に、４番、澤上 訓議員。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 ４番、澤上です。 

 私からは、まず９ページの商工費、商工業振興費について。新型

コロナウイルス、非常にもう、今、心も全てが暗いイメージを植え

付けられたような気持ちになっているんですけれども、今回のこの

支援給付金等によって、例えば飲食店の方から非常に町に感謝した

いという電話が私にありました。ぜひそのこともまた町に対して伝

えてくださいということで、この場をお借りしまして感謝の意を伝

えたいなと思っております。 

 しかし、今月の下旬からですか、県をまたぐ交流が解禁されると

いうか、そういうことが始まります。そうなれば、本当の意味で怖

さがやっぱり迫ってくるという思いでおります。そういった中で、

例えば、特に飲食店関係がどうしても、特に夜のスナックとかそう

いうところが３密に近いようなことがあるわけなんですけれども、

そういう方々への指導といいますか、どういう方法でお客様に対し

てのという、そういう何か指導的なものもやっているのかどうか。

それがまず第１点です。 

 それから、第２点目として、関連の質問になるんですけれども、

本町地区の商業灯が６割ぐらい消えております。非常に真っ暗な状

態です。国道沿いが本当に寂しい状態になっております。コロナウ

イルスだけでもイメージが暗いのに、さらにこの商業灯が暗いイメ

ージをますます増幅させているという。非常に、犯罪とか何かがあ

れば、非常に危機感を感じているというのが、本町地区の方々がそ

ういった話をされております。非常に防犯上もよくないということ

で、これが半年ぐらいですか、続いているのは。今ここで話してお
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かなければ、何かまた次の議会となるともう１年になるということ

で、これは先送り先送りになればこれは大変だなということもあり

まして、町の考え方、そういったことについてぜひお聞かせいただ

ければなと思っております。 

 それから、もう一つは、１１ページのこれも関連になりますけれ

ども、保健体育のほうですけれども。先般の全協とか、それから臨

時議会のときだったかな、私、質問して、いろいろ子供たちの各種

大会が全部やらないということで、それに代わる別な大会を考えて

いるというような話もちょっと聞いたような気がしましたので、そ

の内容を詳しく教えてもらえればと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 澤上 訓議員にお答えいたします。 

 まず、１点目の飲食店等、夜の特に飲食店等の３密対策の指導等

はしているのかということですが、ゴールデンウイーク前に県の、

国のほう等から３密対策の指導等がなされた際、町と商工会とで連

名で、各飲食店等中心に３密対策に心がけてお客様に接するように

という文書を１回出しております。ただ、その後、また緊急事態宣

言等の関係で指導等も変わってくるかと思うので、その辺は商工会

連合会等を通じて商工会のほうにも情報が来るやに聞いておりま

す。まだ来ていないとは思うんですが、今後自粛が解かれていくと

いうことになれば、来た際には、また商工会なり町とも連名になる

か分かりませんが、その辺の周知はしたいと考えております。 

 以上です。 

 防犯と商業灯はまち防です。よろしくお願いいたします。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 ２点目の商業灯の関係についてお答えをいたします。 

 実は、この商業灯の不具合の件、当課でも把握をしてございます。

地元の町内会からも、消えているということで多数ご意見をいただ

いているところであります。 

 実は、この商業灯でありますが、ちょっと遡る話になりますが、
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平成２９年度においらせ町にある各町内にある街路灯を全部リース

に切替えいたしました。そのときに、電球のみならず、ＬＥＤ化す

るための灯具、そちらも併せて整備したわけなんですが、これと併

せる形で、本町地区商店街にある商業灯もＬＥＤ化をしたわけでご

ざいます。ただ、このときの手法が電球のみ交換ということで、商

業灯にあるポールとか灯具はそのまま生かす形で交換いたしまし

た。ただ、その当時から、実はこの商業灯、旧百石町で平成１０年

頃に設置したもので、ポールそのもの、それからアームそのもの、

それから灯具も老朽化が目立っているということで、当時から数年

後にはがたがくるかもしれませんということを指摘されていたもの

です。結果的にＬＥＤ化する際に電球のみ替えたわけなんですが、

通常ＬＥＤ電球といいますと耐用年数が長いというか、長持ちする

わけですから、９年から１０年は優にもつわけなんですが、結果的

に、平成２９年から運用開始して３年かそこらでもう切れ始めてい

るということです。前任者からもこのことは引き継ぎ受けておりま

す。昨年度の１２月の時点で大体２割ぐらいの消えている割合が、

今年度の春に入りまして５割強ということで、この数か月でもうか

なり３割近く不具合が目立ってきました。電気事業者にいま一度確

認したところ、電球のみの交換であればもう意味がないと、また消

えますよということで、灯具そのものを替えなければ根本的な解決

にならないということでした。リース契約上、電球のみの交換は保

証対象となるんですが、構造物そのものの改修ということになりま

すので保証対象外ということで、当然費用もかなりかかります。町

内会側にしてみれば、電球のみの交換で保証対象でできるはずだけ

れども、それがうまくいっていないのでどうなっているんだという

ことで多分ご意見がいろいろ来ているのが現状でございます。 

 先月、当課で現場を全部状況調査したものがございます。全部８

７基あります。１本当たり全部２灯ついておりますので１７４灯あ

るわけですが、この５割から６割が現在消えているという状況であ

りますので、その修繕そのものの手法を電気事業者と今相談してい

るところであります。それを調べた上で、各町内会のほうに入って

いって状況等の説明をしたいなと思っております。 

 何分経費もかかることでございます。現在、各町内会で電灯・街

灯を修理する際は、町と町内会で半分ずつの費用負担ということで

取決めをしてございます。一応この商業灯についても街路灯に付随
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するというかその範疇にあるものですから、そういう形で各町内会

にお願いしているわけなんですが、現状そのものが構造そのものを

変えなければいけないということでありますので、その費用負担の

在り方も含めて今内部で調整しているところであります。 

 いずれにしても、各町内会に、９町内会ありますが、９町内会に

対しては現在の状況をまずは説明しなければいけないなと思ってい

ます。その上で方針等ちゃんと考えて、各町内会にまた、２段階に

なりますが、説明していきたいと考えてございます。今しばらくお

時間をいただければと思ってございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育

長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 学校の部活動のことも含めてお話をさせていただきますが、中学

校の中体連で全国大会が中止、東北大会も中止になりました。そし

て県大会も中止になりました。上北地方中学校体育連盟の話合いで、

県大会の予選を兼ねていた上北大会も中止となりました。なぜ中止

にしたかというと、県大会を中止したときの理由、それを払拭でき

ないということで、上北大会も、つまり上北地方というのは非常に

広域にわたりますので、北は横浜町から南は私たちおいらせ町、広

域で動くことについて非常に不安があるということで、これ中止に

なりました。 

 そこで、中学校の校長先生たちと相談をして、いろいろ話合いを

持ちましたけれども、やはり、特に３年生を中心にどこかで区切り

をつけてあげたいなと。今までやってきたところで多少試合のよう

なこともさせてあげたいなという話合いを持ちました。おいらせ町、

ちょうど３つの中学校がありますから、その３つの中学校を中心に、

試合をする機会を設けてあげたいということで、今進んでいるとこ

ろです。その中には六戸町も含めて５校の中で、練習試合を中心に、

例えば野球であれば５チームありますから、その中で優勝チームを

つくるような試合をしていきたいなということで、校長先生たちと

相談をしているところであります。 

 その際も３密を避けるとか、そういう対策はもちろん必要であり

ますけれども、やはり３年なり、あるいは小学校から続けると結構
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な年数でいろいろなスポーツをやってきた子供たちですから、どこ

かで少し区切りをつけてあげたいなということで進んでいるところ

であります。 

 ちなみに、上北地方の動きとしては、三沢市は三沢市内だけで、

十和田市は十和田市内だけで、それから西地区、つまり東北町と七

戸町だけでやると。そして北は横浜町、野辺地町、六ヶ所村、この

地区の中だけでお互いに試合をやるという動きが今進んでいるとこ

ろであります。 

 なかなか国から示されているような、いろいろな文科省から示さ

れているような対策を取りながらこういうような試合をするという

のはなかなか難しいところはあるんですが、何とか子供たちの気持

ちも考えて、どこかでバランスを取りながらやっていきたいという

ことで、これからも学校と相談をしながら進めていきたいなと思っ

ているところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 分かりました。 

 商業灯に関しては、これからまだまだ調査等も含めて、割合が、

あれ電球の割合ということですか、あれ。電球に対して半分半分と

かなんとかという、そういう割合ですか。その辺のところ１点教え

てください。負担の割合。 

 それから、今のスポーツの大会ですけれども、そういうやはり気

配りしていただいて、本当にありがたく思っております。種目は部

活がある種目全部というような考え方でよろしいんでしょうか。そ

れまず２点目。 

 それから、商工関係のほうなんですけれども、飲食店関係ですけ

れども、大都会では夜の街からコロナがどんどん出ている、でも今、

今度は逆にカラオケバーから増えてきているというような話があり

まして、非常に、いやどういうふうに感染しているのか私もちょっ

と分からないんですけれども、不安もあるし、また、カラオケを歌

いたいなという思いもありますし、その辺が非常に、どういう判断

をしていくのかというのも非常に難しいのじゃないのかなと思って

いるんですけれども。そういう話がどこからか、県内のそういうと
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ころから話何か出ていませんか、その対応の仕方ということですけ

れども。 

 以上です、３点。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 商業灯の関係についてお答えをいたします。 

 町と町内会の負担ですが、街灯、商業灯も含めてでありますが、

新設とか修繕に係る経費について、町と町内会でそれぞれ半分ずつ

ということで、補助するような形になります。町内会のほうで街路

灯を新設したい、街路灯を修繕したいとなると、それが補助申請が

上がってきて、その経費の２分の１を補助するという形になります。

結果的に、どういうケースであっても、町と町内会が半分ずつ、そ

ういう費用負担という考え方でございます。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育

長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 細かくなりますが、例えば木ノ下中学校の男子バレー、これは六

戸町とおいらせ町にはそれ以外はありませんので、この際は、基本

はおいらせ町と六戸町にしたつもりなんですが、その際は上北中学

校に声をかけて、何とか実施させてあげたいということで今進めて

いる、相手の校長先生たちの了解も得ておりますので。それから、

陸上は物すごく人員を必要とします。その大会を開くために、多く

の役員とかいろいろな係が必要ですので、これは六戸町、おいらせ

町の学校の先生が集まってもなかなかできませんので、これはまた

別途何か対策を取りたいという校長先生たちの要望もありまして、

通信のような大会もあると聞いていましたので、それらに何か参加

できないのかなということで、そういう相談をしているところであ

ります。 

 なお、剣道とか、それから柔道は町内にはありませんので、それ

は大丈夫だと思います。剣道があっても、これは全国のほうの組織

から、剣道については全部取りやめという指令が来ているみたいな

んですが、そういうことの関わる学校はありませんので。 

 なお、ちなみに冬の種目については、これからまた状況によって
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いろいろな相談をしていかなければならないと思っていました。 

 それから、部活動ではないんですが、困っているのは、実はブラ

スバンドです。飛沫感染が非常に心配される活動ですので、これを

どうするかはなかなか難しいなと。吹奏楽連盟からは、これは毎年

行っている地区予選を兼ねた大会と交歓会があるんです、２回ほど。

ほとんど三沢市の公会堂で行っているんですが、これは中止と、や

らないという連絡が来ておりました。それに代わるものとして、学

校のほうでは、ブラバンはそういう大会がなくても、例えば文化祭

で今までの練習の成果を報告する会みたいなものをどの学校もやっ

ていますので、そういう形でやれないものかなということで、今検

討中でありました。 

 なかなか子供たちの活動全てどこかで区切りをつけてあげるとい

うのは難しい場合もありますけれども、何とかそういう形で進めて

いきたいなと思っています。 

 以上です。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 飲食店、特に夜の飲食店やカラオケバー等からコロナが感染する

ケースがあるということで不安もあるということですが、商工政策

上としては、県から特段今は一般的な３密対策とか除菌とか消毒の

関係しか来ていないので、恐らくなんですが、飲食店等は県の保健

所の許可等で飲食店の指導を受けていることになっておりますの

で、衛生的な部分でいくと、マイクの共用とかリモコンの共用とい

うところで、直接接客する側との接点のほかに、そういうお客さん

同士の接点で使い回しされている部分で消毒が行き届かないとか、

そういう部分も多分あるかと、私の私見でもございますけれども、

そういう部分もあるので、保健所等の指導が最終的には大きいのか

なと考えておりますので。その辺はうちのほうとしては特に今まで

は確認はしていませんけれども、商工業のほうからの指導等があれ

ば、すぐ提供することは可能ですので、そういう準備はしておきた

いなと考えおります。 

 以上です。 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４０－ 

 西舘議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（澤上 訓君） 

 分かりました。 

 先ほどの商業灯の件ですけれども、全部に対しての半額というこ

とになると、果たして町内でそれ全部できるのだろうかと。要は、

街灯そのものも例えばちょっと腐ってきている。電気の球だけでも

結構値段が高いですよね、ＬＥＤ。それの半分となれば、どうにか

こうにかやれるところもあると思うんですけれども、そういう大き

いところまで発展したときに、いやなかなか町内会ではもう手に負

えない。そうなれば、ずっともう永遠に暗いイメージでいくのかど

うなのか、その辺のところも非常に不安を覚えているところであり

ますので、その点について、最後にお願いします。 

 

 西舘議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 私からお答えしたいと思います。 

 実際のところ、まだ課長が言ったみたいに町内会等と話合いを持

っていない状況なので、その町内会さんのほうでどの辺まで、２分

の１の修繕なのか、球の取替えなのかというところまで持ち出しで

きるのかというのは、今のところ分からない状況です。 

 ただ、この商業灯につきましては、旧百石町の時代、先ほど平成

９年と言いましたけれども、そのときにつける際は、本町地区全町

内会に対して、その商業灯の在り方というもので相談を持ちかけま

した。その際に、今後設置したとしても、修繕費、それから球の取

替え等については全てが町内会の持ち出しになりますよ、それでも

よろしいですかという内容だったと思います。それでもって実際の

ところ、八幡町、大工町、新町、それから七軒町のところが、そう

いう約束はうちのほうはできない、持てないということで取付けに

ならなかった経過があります。そのことを踏まえますと、今、澤上

議員おっしゃる、全額もしくは２分の１というその議論は、ちょっ

とその辺までの状況も踏まえながら、一度町内会さんと話をしてみ

たいと思いますので、ちょっとどういう展開になるか。いずれにし

ても、それが例えば機器を全部取り替えなきゃならない、撤去して

やらなきゃならないということになってくると、それ相当のまた金

額がかかってくるわけですから、その辺の取扱いもどうすればいい
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のか。それから、今の各町内についている、本町以外の町内につい

ている電信柱等についている街灯でいいのかも含めて、ちょっと協

議させていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ここで、昼食のため、１時３０分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後 ０時０１分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 １時３０分） 

 西舘議長  １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 申し訳ありませんけれども、関連質問させてください。 

 昨日は平野議員から、保育園とか幼稚園、児童館等々で働いて頑

張っている方々に１人５万円支給せよと。今日はまた佐々木 勝議

員から、２万円くらいの商品券を与えてもいいではないかと心強い

言葉を頂戴いたしました。本当にありがたいなと、こう思っており

ます。 

 そこで、まず第１点は、平野議員の質問に対して、町長は、平野

議員のような声もある、また一方において、町民から、イベントが

減っていると。ですから、その５万円は必要が今のところ考えてい

ないというふうな答弁でありました。確かにイベントは減りました。

生涯学習実行委員会から先般通知が入りまして、今年は中止をいた

しますと。古間木山の盆踊り大会も中止いたしますと。それには私

ども保育園は前に参加しておりますので、そういう点においてはイ

ベントは若干減っておりますが、これから保育園自体は、運動会と

かお遊戯会とかいろいろな行事はこれから実行していく考えであり

ます。ですから、保育園ではノロウイルス、はやり目、いろいろな

感染があります。消毒も毎日のように、特に使うとすぐ消毒をして

おります。玄関では、お客さんの応対はあそこで止めております。

事務室には入れません。いろいろな工夫をして、いろいろ職員ども

は頑張っております。やはり町長もその点は考慮をして、私は別に、

金をくれと、そういうことは一言も言いません。ただ、職員の皆さ

んは頑張っていますよと、そういう励ましの答弁が私は欲しかった

と、こう正直に思っているところであります。別に答弁は必要あり

ません。私の思いを町長に言っているだけでございます。 
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 もう１点は、先ほど柏﨑利信議員が質問いたしました。私も敬老

会について若干いろいろ考えることがありまして、今日聞こうかな

と思っておりましたら、柏﨑議員が聞きましたので。課長の答弁は、

これから、町内会が主催してやっておりますので、町内会の会長さ

んとかその世話人とか集めていろいろ今後検討していきたいと。私

は別に地区敬老会に反対をしているわけではございません。副町長

は、町で主催するものはほとんど中止しますと、補助団体に関して

も自粛を求めるという、再三にわたり答弁をしております。敬老会

には反対はしませんけれども、若干方向転換したのかなと、こう思

っております。その考え方について、介護福祉課長からお伺いをし

たいと思います。 

 それから、昨日、 山議員の一般質問を聞いておりました。学校

プールはリスクを考えて今年は実施しませんという話でありまし

た。それで、町民プールは７月１日から行いますと、オープンしま

すと。学校はリスクを考えてやりませんよと。でも、町民プールは

堂々と７月１日からオープンしますと。リスクがないのか。そして、

部活動。部活動は、昨日も平野議員が質問しておりましたけれども、

１時間程度でやめてくださいと。もう体操してランニングしたら、

それで着替えをしたら大体１時間で終わりじゃありませんか。じゃ

あ、この町民プールは何時間いて、オープン、開放しているんです

か、１日。部活動は１時間という話であります。この町民プールは

どのくらいの時間帯でオープンするのか、その点も併せてお伺いし

たいと思います。取りあえず答弁を。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 敬老会の件について。イベントの方針転換、イベントの中止等に

ついて方針転換したのかということで、方針転換ということではな

くて、イベントについては不特定多数の方が参加すると、そういう

意味で町のほうで６月以降のイベントを中止もしくは延期というこ

とにしたものでありまして、敬老会については、限られた地区での

開催と参加者が分かる、そういったことで、厚生労働省からも、そ

ういった場合にはコロナ感染症の防止対策をしっかりやれば、そう

いう会を開催してもいいというような通知も来ております。という
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ことで、この通知が来たことによって、私のほうでも、感染防止対

策をきちんとやって、距離も取って、３密にならないような対策を

取ってやるのであれば開催してもいいんじゃないかということで、

検討したいと申し上げたものであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課

長 

（松山公士君） 

 松林議員の質問にお答えします。 

 町民プールでございますが、学校プールのほうは授業としてはや

らないということでございまして、町民プールはじゃあリスクはど

うなんだということでのご質問ですが、近隣の市町村のほうも全部

調べておりました。その中で唯一やめたところは、階上町さんが温

水プールなんですけれども、やっぱり安全対策を取れないというこ

とでやめております。それ以外については条件付で再開して、６月

からやっているところも多数ありまして、その場合、例えば市町村

の方のみという形、そこの町民のみとかという形でやったり、あと

２時間に制限したりといったことで、プールをオープンしていると

ころです。うちの町民プールについてもそういう３密対策どうかい

ろいろ考えているところですが、プールの水の中は比較的安全だと

言われております。ただ、一方、プールサイドとかに間隔が密にな

るような状況であれば、それはちょっとリスクが高いのかなという

こともありますし、あとロッカールームも３０センチずつのロッカ

ーなので、非常に隣り合わせの部分では密になります。そういった

部分を間引いたりとか間隔を空けたり、あとその利用人数も、あそ

こ１００人ぐらいはプールとして入るんですが、それを３０人、４

０人という形で制限をして２時間ぐらいでということでオープンで

きないかどうかということで今検討しておりまして、十分それは大

丈夫じゃないかということで今考えておりまして、７月１日オープ

ンに向けていろいろな対策を取った上で実施していきたいなと考え

ております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  学務課長。 
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 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 私から、答弁ということではないんですが、先ほど、部活動１時

間に制限しているということで、もしこちらでアナウンスしている

のに皆さん誤解があればあれですが、６月からは通常の部活に戻し

て、通常どおりの練習等になっておりますので、そこは一応お話し

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １４番。 

 

 １４番 

（松林義光君） 

 敬老会、町内会長会議等々を開いて決断をしたいと、結論を出す

という話とすれば、町内会が主催をしておりますので、その町内会

が今年は希望しませんと、古間木山は今年は辞退をしますと、木内々

は実施しますと手を挙げた場合は、その町内会の判断にお任せをす

ると、そういうことでよろしいでしょうか。 

 それから、町民プール、昨日の答弁を聞いておりますと、町外の

方々には利用は遠慮をしてもらうという話であります。これは、私

は分かりませんけれども、昨年度まで利用台帳に名前を記載し、住

所を記載しているものかどうか。今年度はどのようにして町外の

方々の見分けをするのか。なかなか私は厳しいところがあるかと思

います。無料ですから。暑いときは誰でもプールを利用したいと思

っていると思います。また、事実かどうか分かりませんけれども、

シャワーを利用する方、町外の方も結構いるという話を承っており

ます。それも事実なようであります。そういうことをどのようにし

て町外の方々を利用させない、その手段をお伺いしたいと思います。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 お答えします。 

 まず、代表者会議等につきましては、まだ開催するということを

決めたわけではありませんので、その会議についても検討させてい

ただきたいと思います。 

 もし開催するということになった場合には、今のコロナの感染症

の状況もありますので、開催する、私の課のほうでこういうふうな

要項でやりたいということでご案内をして、やる、やらないという

のは、やはりこういう状況でもありますので、そこは町内会の判断
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になろうかなと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課

長 

（松山公士君） 

 お答えいたします。 

 町外の方をどのように確認するかというご質問ですが、これまで

も住所とお名前を書いていただいております、申請書に。それを見

てということで、もちろん貼り紙等でも町外の方はご遠慮いただき

ますということは掲示させていただきまして、ホームページ等にも

このように載せますが、実際書いてもらった際においらせ町かどう

かの確認をして、もし違う、町以外の方であれば、そこは申し訳あ

りませんということでお断りするということにしたいと考えており

ます。 

 あと、シャワーの利用について町外の方が使われているというお

話がございますが、実際そういうところもあるかと思いますが、そ

ういった部分も、明らかに町外の方だということが分かっている部

分でいけばお断りするということでですね。 

 ただ、厳重に、例えば大人の方で免許証出してとかということま

では、今の時点では考えておりません。 

 今、ほかの市町村の状況も見ますと、だんだん、最初は村民だけ

とか町民だけでやっていたんですが、徐々にもう町外の方もいいと

いう形で解除していっている方向がありまして、その辺も見て、様

子を見て、状況を見て、そういう解除も、実際やってみて、どの程

度利用者が来るのかどうかも様子を見て判断していきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

 西舘議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 介護福祉課長、私、ちょっと誤解していたようであります。私は

柏﨑議員の質問に対して、町内会長さん方を集めて検討するという

ふうに、そういうふうに聞いたと思ったから、今あえて質問しまし

た。ご了承願いたいと思います。 

 それで、学校プールは使わないということであります。とすれば、
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今年度の業務委託は発生しているのか、これから契約しようとして

いたのか、まだ契約していないということなのか、お伺いいたしま

す。 

 それから、この町外の方々を利用させない、これは役場職員では

なくて業務委託を受けている職員の方々がこの仕事をするのか。 

 それを２点お伺いします。 

 

 西舘議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず学校プールの開放に関して、木ノ下小学校の件だと思います

が、契約は既にしております。この後、業者と打合せするんですが、

その関係でその人たち、雇用しようとしていた方々を今後どうする

かということで、実は町民プールのほうも７月からということで、

そこで人が見つかっていないような状況もあるということで、そち

らで代わりといいますか、雇用していただけないかとか、そういっ

た部分はこれから詰めていく予定にしております。いずれにいたし

ましても、業者の方の不都合にならないように対応する予定でござ

います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課

長 

（松山公士君） 

 お答えいたします。 

 業務委託既にしておりまして、その会社の職員の方がそういう確

認を行って、利用してもらうという形になります。もちろん７月当

初はどういう状況かというのもこちらもよく見て、今後の対策等も

考えたりしなきゃいけないので、担当の者を最初しばらくの間は行

ってもらって様子を見ていただく予定にしておりました。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ほかに質疑ございませんか。 

 ８番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ８番  ８番、平野です。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４７－ 

（平野敏彦君）  私は何点か質問させていただきますけれども、３款民生費、６ペ

ージですけれども、ひとり親家庭支援商品券の支給交付金の中で、

町内産地直売所で使用できる商品券１万円とありますけれども、こ

の町内産地直売所というのは、例えば、私、二川目ですけれども、

二川目ではコンビニしかないんですけれども、これはコンビニも対

象になるのか確認をしたいと思います。 

 それから、６款のところは、コロナウイルスの農業分野の６款１

項２目のところですけれども、コロナウイルスの影響により解雇や

休職を余儀なくされた町民等を農業分野において雇用した場合とあ

りますけれども、これは、コロナの影響によりというのは、受けて

いる人があるのかなというのがちょっと疑問を感じるんですけれど

も。この見通し、コロナに、おいらせ町では感染者がいないわけで、

どういう捉え方をしているのか。ちょっと説明をいただきたいと思

います。 

 それから、９ページのところの７款１項２目商工振興費のところ

ですけれども、この新型コロナウイルスの影響で収入減少となった

小規模事業者とありますけれども、ここの小規模事業者についても、

これはコンビニが対象になっているのかどうか、ここも確認をした

いと思います。 

 それから、９ページのところの同じ商工振興費のところで、消費

喚起のための町内店舗で使用できるとあるんですけれども、このプ

レミアム商品券についてもコンビニがどうか、これも確認をしてお

きたいと思います。 

 それから、消防費のところの１０ページですけれども、新型コロ

ナウイルス感染症流行において、自然災害が発生し避難所を開設す

る場合必要となる物品を購入するためとありますけれども、この物

品の中身と、それから今非常に自然災害発生に対してコロナウイル

スの避難所が通常の形ですと対応できないというのがマスコミ等で

出ていまして、私もなるほどなと思って見ていましたけれども。今

までですと３密状態で避難所に対応していたんですけれども、私た

ち町内会でも、これからは避難所に来てもらってもかえっていろい

ろな意味で対応ができなくなる、非常に危険なところがこの避難所

になるんじゃないかと。どういう形で避難所の開設をする、そして

また避難者に対する対応をどうするのか。この手順とかそういうの

が多分まだできていないということで答弁あると思いますけれど
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も、他の自治体ではもう模擬で実践をしているわけですから。この

辺の対応の仕方、これもひとつ示してほしい。 

 それともう一つは、最近、二川目地区だけではないと思うんです

けれども、非常に三沢の航空機のＦ何ぼですか、それの訓練か試験

か分かりませんけれども、すごい騒音が、朝とか昼、うるさいくら

い聞こえて、昼でも子供たちが支障を来すぐらいの騒音が発生をし

ております。これについては、その後新聞等でも掲載されましたけ

れども、Ｆ３５ですか、それが配置になってから三沢市でも非常に

騒音に苦しんでいると。二川目はその隣にあるわけですから、海の

ほうへ回って転回するときとかなんていうのは、腹に響くぐらいの

音がするわけですよ。子供たちにとっても、私は、本当にこれは大

変な事態だなという思いと、住んでみたい町おいらせにあっては、

こういう環境ではよくない。この空自三沢Ｆ３５騒音、移転基準値

超えの可能性があるということで、三沢市でもそういう捉え方をし

ているわけですから、町でもこの騒音調査とかいろいろな対応をす

べきだと思うんですけれども、これについての考え方をお聞かせい

ただきたいと思います。 

 それから、１１ページのところ、教育費の小学校、中学校の扇風

機の設置は、各クラスに設置するのか、この内容、中身をお聞かせ

いただきたいと思います。 

 それとあと１点。町民プールの利用ですけれども、今、松林議員

も質問しましたけれども、町外の利用を制限しますよ、私はあれも

だめこれもだめ、子供たちはこれから夏になれば大変だと思います

よ。ですから、そういう意味では、利用させることは私は非常に子

供たちにとってもいいんじゃないかなと思っておりますけれども、

これから夏休みになって、自分たちの例えば親族とかそういうのが

帰省したとき、帰ってきたとき、孫とかそういうのが来たとき、プ

ールに行きたい、いや町外だからだめだと。そういう対応でもいい

のか。やはりじじ、ばばの人気が落ちるんじゃないかと。やっぱり

自分たちの孫とかそういうのに対しては、ふるさとに帰ってくる、

また将来帰ってくるかもしれません、そういうのも制限するのか。

この辺の範囲をちょっとお聞かせをしていただきたいと。 

 それとあと、今、柏﨑議員、それから松林議員が言っています敬

老会ですけれども、私たちも９月に敬老会を町内でやっております

けれども、今やらなければもう対応するいとまがないし、それと私
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は、これは町の補助事業だということですけれども、やはり町が指

針をすべきだと。課長の判断じゃないんじゃないですか。町内会で

主管してやるわけです。町の事業を町内会が補助金をもらって主管

してやるわけですから、基本的な考え方というのは町長が示して、

こういう条件、こういうものでなかったら、もう無理してやるなと。

例えば３密に近いといったって、２メーターずつ離してやったら、

何人、私らの生活会館の中で収容できますか。制限できますか、そ

ういう希望者に対して。やっぱりそういうことも私は課長一人の答

弁聞いて、とてもじゃないけれどもこれでは、やはり町が各町内会

に補助金を出すためには、こういう状況整ったところはやってもい

いですよということをちゃんと種々説明してほしい。 

 以上です。 

 

 西舘議長  保健こども課長。 

 

答弁 保健こども課長 

（小向正志君） 

 平野議員からのご質問で、独り親家庭への商品券、町内４つの産

地直売所だけでコンビニは使えないのかということだったんですけ

れども、はい、産地直売所だけで、コンビニは使用できる場所とは

考えておりません。 

 以上です。（「もう一回。ちょっと聞こえない」の声あり）すみま

せん。町内４つの産地直売所だけで、コンビニで使用は考えており

ません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、私からは、農業労働力確保支援補助金のところの、こ

この解雇や休職を余儀なくされた町民ということについて、この辺

の見通し等について説明がありましたので、お答えしたいと思いま

す。 

 これにつきましては、要はコロナで被害に遭った方の生活支援と

いう意味があります。 

 もう一つは、農業の労働分野において人手不足が発生している、

あるいは農業の分野で外国人労働者等が入ってきていないと、これ

はコロナの影響になりますが、そういった問題点があります。そう
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いった両者をマッチングさせるような制度ということで、雇われる

ほうにつきましては、新型コロナウイルスの影響により、例えば一

時休職中とか、業績悪化で解雇された方ですとか、飲食店の自粛に

より休業となった方ですとか、または大学生等でアルバイトが制限

された方というふうな方を対象にしたいと思っておりました。 

 こういった方、おいらせ町内にいるかどうかというお話もありま

したが、例えば農業者、おいらせ町の農業者とか農業法人であれば、

おいらせ町民でこういった影響を受けた方を対象にしたいと今思っ

ておりました。 

 また、おいらせ町内の農業者でコロナの影響を受けた方が、実際

に新聞報道もされておりましたが、某青果会社とか、例えば外国人

の実習生が入ってきていないと、それで農業に支障が出ているとい

う、そういう農業経営体もありますので、そういった経営体につき

ましては、町外で、町民ではなくて町民以外でも、例えば新型コロ

ナで影響を受けた方、町外の方を採用した場合もこの事業の対象に

しようと思っておりました。 

 そういった意味で、４月１日に遡って適用されますので、例えば

その某青果会社なんかは、そういう実際に雇った実績等があるとい

うことで、その辺も対象になると。それ以外にも、例えば大規模に

農家をやっている方で、農業法人なんかでは外国人実習生が入って

きていないという実情もあるみたいですので、そういった農業経営

体も、これから例えば収穫時期等にこういった方を採用した場合は

対象になるという扱いにしていきたいと思いますので、その辺はこ

ちらでもいろいろな農協の広報誌ですとか広報等、ホームページ等

通じて、使われるようにＰＲをしていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 それでは、９ページの休業協力事業所の減収者の給付金に関して、

まずお答えいたします。 

 こちらは、４月２９日から５月６日の間、県の休業協力要請に基

づいて、一般的には飲食店とか夜のお店なんか、あと宿泊関係、宴

会関係の業種が休業協力要請されたもの及び任意で休業協力した場

合、協力金をもらえるという制度でしたけれども、こちらの対象業
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種にコンビニが入ってございませんので、むしろ日常生活用品の販

売ということで開けるようにということで推奨されていたものなの

で、コンビニは対象外でございます。 

 あと、同じくプレミアム商品券のほうで、コンビニでも使えるか

ということであれば、こちらは後で商工会から町内のお店に、使え

るお店に登録しませんかというご案内がございますので、そちらに

申し込んでもらえれば使用できる店舗として登録されますので、申

し込んだコンビニであれば使えるということでお答えしておきま

す。 

 以上です。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 私のほうは４点ほど質問をいただいていました。 

 まず１０ページの９款消防費のところの避難所を開設する際に必

要な物品等というところでございますが、ここで想定しているもの

でございますが、たしか先般の議員全員協議会のときも備蓄品概要

はご説明しておりましたが、不織布マスク１万枚、それから消毒液

５００ミリリットルのものを約２８０本、それから歯ブラシ２，８

００本、キッチンペーパー１７組、使い捨てのビニール袋３８袋、

それから段ボール用のパーティションを１２０セットであります。

このほかに庁用器具費のところで、非接触型体温計１３個を予定し

てございます。 

 それから、２つ目が避難所を設ける際に通常の運営の仕方とちょ

っと異なってくると。その開設方法はどういうものかということで

ご質問いただきました。この辺は、国からある程度の技術的助言と

いうことで通知が来ていまして、それに基づいたものを今内部で調

整しているものでございます。大まかなところで言いますと、なる

べく多くの避難所を開設しましょうだとか、あとは親戚とか友人宅

で避難可能な場所を見つけておくようにしましょうとか、この辺は

町の広報紙でこれから周知しようと思っているところでございま

す。それから、避難してきた際に、避難所での避難者の健康状態の

確認。手洗い、せきエチケットの徹底であったり、それから避難所

の衛生環境の確保、それから十分なスペースを取るようにというこ
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とで、基準では大体２メーターぐらい、避難所の中でそれぞれ世帯

を設けるわけなんですが、大体２メートルぐらい間隔を持てるよう

に配慮しましょうということで、一応国からもお示しされているも

のでございます。一応、これらを基に、今、町内部でマニュアルづ

くりをしているところでございます。 

 ３点目、これらのものをどういった形で説明していくかというこ

とでございますが、７月中をめどに対応マニュアルというものを内

部できちんと策定したいと思っております。これが出来上がりまし

たら各地区にお配りしたいと思ってございます。全ての町内会ほか

自主防災組織に説明するとなりますとちょっとかなりな時間とか日

程とか取られることになりますので、一応今年度予定しているのは、

現在、防災安全マップを更新している最中でございます。これを配

布と併せて、特に今回の防災安全マップについては奥入瀬川の洪水

等を想定したものが反映されますので、まずは奥入瀬川河川沿いの

浸水域の地区を対象にそういった防災安全マップの説明と併せて、

このコロナ禍における避難所の運営の仕方等も説明していきたいな

と思ってございます。 

 それから、４点目、三沢基地の航空機の騒音の関係でございます。

こちらにつきましては、所管するのが三沢防衛施設事務所になりま

すので、そちらに申し入れするなり相談するなり、そういった対応

をしていきたいと考えてございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、私のほう、学校の扇風機の設置、各クラスかというこ

とでご質問がありましたが、議員おっしゃるとおり、各クラス、普

通学級と特別支援学級、９１ありますので、そちらに設置する予定

でございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課

長 

 町民プールの町外の利用者の制限をしなくてよいのではないかと

いうご質問だったと思うんですが、特に子供たち、夏休み県外から
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（松山公士君） 帰省してくる子供たちと自分たちの子供と一緒に行く機会もあろう

かと思います。そういった部分も十分考慮して、今、当初は、まず

２割程度町外の利用者があります。それを、８割程度が町民ですの

で、それでスタートして、２週間程度ちょっと様子を見させていた

だいて、その後に町外の利用者の部分どうするかというのは判断さ

せていただきたいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今、敬老会につきましていろいろなご意見がありましたんですけ

れども、うちの介護の課長がいろいろな部分で検討するということ

を答弁したら、それにちょっとまだ物足りないという回答のようで

ありまして、私から一言言いますけれども。 

 これからいろいろな方々と相談しながら、私と副町長入れて結論

を出すというのが見当でありまして、そういうことで間違った答弁

はしていないし、軽い答弁でもないと思って、一生懸命仕事に取り

組んでいるなと思っております。ただ、遅い早いは、それは少し皆

さんの町内会の役員あるいは敬老会に携わるものとして手遅れだよ

というご意見があれば大変ですから、今、議会が終わりましたら早

速そういう部分で指示はしますけれども、結果的に課長方の自主性

あるいは自尊心、そういうものを傷つけないように、そしてまた、

できるだけ、今までは本当は順調にやっていると思っていたかもし

れませんけれども、今やらないと間に合わないというきついご意見

が４人ほどありましたし、また、景品が貧弱だという意見もありま

すので、そういうことも含めて、敬老会は急がせて対応、結論を出

しますのでご了解していただきたいと思います。 

 ただ、いろいろな部分で誰も経験したことのない新型コロナの対

応が非常に難しいという部分もありますので、そういう部分も含め

て職員も心身ともに疲労困憊だと思っております。その中におきま

して、それ仕事だべと言われればそれまでですけれども、そういう

部分も含めて少し職員の対応も遅いのかなという部分は何とかお許

しいただきたいなと思っておりますので、よろしくご理解してくだ

さい。お願いします。 

 

 西舘議長  ８番。 
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質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私が言っているのは、別にそういう心配されることを言っている

だけで、やっぱりやるほうの側、受けるほうの側もそういう事情が

ありますよということを言っているわけですから、その辺お互いに

相互理解をしないとだめだと思いますよ。 

 それと、次またあれですけれども、さっきちょっと１つだけ落と

したのでもう一回確認します。５ページのところですけれども、総

務管理費のところで、庁用器具費で公共施設、庁舎、扇風機、これ

は公共施設というのは、例えば町の公共施設、それから集会施設は

どうなるんですか。例えば今避難所とかそういうところも公共施設、

町の部分で当たると思うんですけれども、これらの扱いはどういう

ふうに考えているのか、ちょっとお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 それから、さっき６ページのところで、ひとり親家庭のところで

はコンビニは除外ということになりますけれども、二川目町内を見

ますとコンビニしかないわけですよ。この町内産地直売所４か所と

ありますけれども、この産地直売所４か所は、ちゃんと名前、場所、

確認してください。買物したくても、独り親家庭で車のないところ

とかそういうのもあれば、私は大変だなという思いがあります。こ

れをひとつもう一回確認させてください。 

 それから、８ページの農業費のところですけれども、いろいろな

意味で外国人が入ってこられなくて労働不足に陥っているところも

あります。課長の言っている意味では、非常に範囲を広げて対象者

が生まれるような話なんですけれども、じゃあその農家で今大体、

大根の出荷とかそういうのが最盛期をちょっと過ぎようとしていま

すけれども、今これを過ぎれば、またニンジンまでの間ちょっと間

があって、私が見ているところですと、町内の人を雇用というのは

なかなか容易でないなと思って見ているんですよ。若い人が来てい

るのは皆町外ですよ、三沢市とか。その中で、例えば３時間雇用と

か４時間雇用とかそういう人が働いていますので、この部分で上限

３，０００円というのは１日の日当に対する上限３，０００円なの

か、この辺の中身もちょっと農家の人に分かりやすい資料提供して

やることによって、この制度が生きてくるんじゃないかという思い

がありますので、この辺ちょっと補足説明をしていただきたいと思

います。 
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 それから、さっき商工費のところでは、商工会の登録をすればコ

ンビニは利用できますよということですけれども、７款１項２目の

ところ。これはやはり商工会登録というのはどういう形なのか分か

りませんけれども、特に二川目の場合１店舗しかないわけで、この

辺はせっかくこのプレミアム商品券の、高齢者でももらって使いた

いなと思っても使えないということになれば、町内から出る交通手

段もない、乗せていく人もない、そういう人方が全然宝の持ち腐れ

になるんじゃないか。やっぱりこの部分というのは町民のために、

コンビニなんかはその地域の一番今活性化になっているんですよ、

二川目の場合ですと。そういうところが利用できないというのは、

私はちょっとおかしいなという思いがあります。なぜそういうふう

に組織の中に組み入れなければ対応できないのか。これをひとつも

う一回説明をいただきたいと思います。 

 それから、消防費のところですけれども、配布の物品、この中身

は分かります。それと、例えば今、奥入瀬川流域の水害発生したと

きに、私は今までの避難所というのは、今のままでいったら何人収

容できますか。私はもう学校とかそういうものを全面的に利用しな

ければ、水害の場合だったらもう全体的に被害を受けるわけですか

ら、親戚、友達のところだって皆被害を受けるわけでしょう。そう

いう対応の発想を変えて、もう私だったら、小学校、中学校、２階

以上、３階以上のところを、全面的に避難して、そこに収容するん

だという方法も検討するべきだと思うんですよ。例えば津波とかそ

ういうのだったら、２０メーター以上のところの親戚とかきょうだ

いとか、そこに避難してくださいというふうなのでやれば私は理解

できますけれども、奥入瀬川が氾濫したらほとんどがそういう意味

では被害を受けるわけですよ。残るところは、高いところは学校し

かない。やっぱりそういう地域的なものをちゃんと認識をした形で

町民にも説明してほしいし、なるほどという対応をしていただきた

いということです。 

 それから、敬老会は、何も別に私が遅いと言うのは、自分たちが、

町内会が企画をして進めていく中で、参加者名簿、出欠、各班ごと

に出欠確認する、送迎する手順を整える、そういうものからいって、

期間がある程度なければだめですよということなんですよ。ですか

ら、私は今年は本当にどうかなという心配をしていますし、１年敬

老会を中止しますと、私はその翌年の反動が、今まで約半分が来て
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いるものが私はもっと減ると思いますよ。 

 

 山副議長  平野議員、ちょっとすみません、議長交代しますので、どうぞ続

けてください。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 交代したら、私も交代するようにしますよ。 

 そういうふうなのもありますので、何とか、無理してやることも

ないと思うんですけれども、その辺の、例えば敬老会を切替えして、

三沢市式で弁当でも各町内会の人方が配って、そういうふうにして

お祝いするとか、途切れることは私は本当に次のことを考えると容

易でないなという思いがありますので、その辺も併せて教えていた

だければと思います。 

 

 山副議長  財政管財課長。 

 

答弁 財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 私からは、質問の中の予算の事項別明細書、５ページの２款１項

４目財政管理費の庁用器具費の内訳についてご質問がございました

ので、お答えいたします。 

 こちらに金額計上しております１０２万円、扇風機購入費として

計上してあるものですけれども、配置を想定したものとしては、庁

舎、それから図書館、公民館、体育館、それから児童館など、長時

間人が詰める、もしくは勤務することになっている施設であって、

そこの人たちがマスクをつけたことによって熱中症になることを防

止する、もしくは換気を促進するためということを目的として扇風

機を買うという予算でありまして、質問の中で言及のありました地

区の集会所とか生活会館とかに置くことを想定しての積算とはなっ

ておりません。 

 以上です。 

 

 山副議長  保健こども課長。 

 

答弁 保健こども課長 

（小向正志君） 

 平野議員からは産地直売所の名前と場所について聞かれましたの

で、お答えいたします。 

 まず、アグリの里おいらせ、ちょっと字でお許しください、向山

東二丁目になります。おいらせ町観光ＰＲセンター味彩館、こちら
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は新助川原になります。３か所目、おはよう広場、木ノ下東になり

ます。４か所目、ファーマーズマルシェhitotsubu、こちら鶉久保に

なります。以上４か所を想定しております。 

 以上です。 

 

 山副議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、私からは農業労働力の関係の事業について再質問があ

りましたので、そちらにお答えしたいと思います。 

 まず、町内の雇用は容易ではないのではないかということで、お

っしゃるとおり、町内で例えばコロナの影響で休業されている方、

解雇されている方とか、アルバイトを制限されている方は、現状は

少ないのかなと思っておりましたが、ただ、今の雇用状況ですとか、

これからのコロナの第２波、第３波というのもありますし、そうい

ったものを踏まえるとこれから影響が出てくる可能性もあるという

ことで、事前にこういう制度を設けておけば、町としても、農業の

労働力を補うための制度としてあれば活用してくれる方もいるだろ

うということで、今回設けたものでございました。 

 この３，０００円上限ということで、こちらの根拠になりますが、

農業の最低の時給が７９０円という金額がありまして、８時間労働

したとすると６，３２０円の２分の１ということで大体３，０００

円超えるんですけれども、上限として３，０００円ということで、

これは１日当たりの上限です。こういうふうに設けているというこ

とでございます。 

 ＰＲの仕方ということで、先ほどもお話ししましたが、農協さん

を通して、今月の中旬ぐらいに組合に配布されるチラシには折り込

みをするというのと、来月の広報に記事として載せます。それ以外

にも、農協さんの窓口に配布したりですとか、県のほうの農業支援

センターマッチングサイト等もありますので、そういった機関を通

じて情報提供していきたいと思っております。 

 以上です。 

 

 山副議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長  それでは、プレミアム商品券のことについてお答えいたします。 
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（久保田優治君）  まず、ちょっと私の説明が悪かったのか誤解もありましたので、

プレミアム商品券の取扱い店舗を募集する段階というのは、決して

商工会に加盟しろというものではなくて、今回の商品券を取り扱い

たいというお店を登録してくださいという意味ですので、商工会へ

の加入等は無関係でございます。したがって、二川目であれば、コ

ンビニ以外でもお肉屋さんとか魚屋さんとか修理工さんとか、そう

いうお店もあろうかと思うので、そういうところが登録してもらえ

れば使えるお店になりますので、何もコンビニばかりでなく、ほか

の事業所さん、商売やっている方々も商品券の取扱所になり得ます

ので、広く議員のほうも周知をしていただければと思います。 

 それから、配布方法についても、ただであげるものではなくて、

あくまでも１万円で１万３，０００円分の商品券を買ってもらうと

いう事業になりますので、その辺も無料配布ではないということご

承知おき願いたいなと思っております。 

 以上でございます。 

 

 山副議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災

課長 

（成田光寿君） 

 再質問にお答えをいたします。 

 避難所の関係で再質問いただいておりました。 

 まず、避難所につきましては、指定避難所ということで地域防災

計画に定めているものでございます。先ほど、学校等ちゃんと活用

してはどうかというご意見ありましたが、現在も町内にある小、中、

高等学校、それから町民交流センター、いちょう体育館であるよう

な、ある程度の建物の面積があるところ、それから収容可能人員も

ある程度保たれるところ等を指定してございます。災害の種類に応

じて安全な場所に指定避難所を設けて避難することを想定してござ

いますので、平野議員ご指摘のところもきちんと配慮しながら災害

対応等考えているつもりでございます。 

 以上です。 

 

 山副議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 敬老会についてお答えをいたします。 

 実際に敬老会を開催するところもあろうかと思いますし、弁当配
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布のみというところもあろうかと思います。また、記念品等の配布

というところも話を聞いておりますので、そういった様々、多種多

様な開催方法があると思いますので、そこら辺を含めて、町長、副

町長も交えて検討しまして早めにお示ししたいと思いますので、ご

了承願いたいと思います。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今、聞いて理解をしたところです。 

 コンビニについては、広く町内の事業所ということで理解をして、

例えば商品を扱っていない修理工場でもいいんだと、ガソリンスタ

ンドでもいいんだという、範囲を広げて対象になっているというこ

とで理解をしました。ありがとうございます。 

 それから、ひとり親のところで町内４か所の場所が示されており

ますけれども、子供たちにとっては欲しいもののあるところという

のは魅力だと思うんですけれども、親にしてもですよ。なぜこの地

域のそういうところが対象にならないのか、ちょっと私理解に苦し

むんですよ。やはりそこの地域のコンビニも、うちのほうでできて

ちょうど１年ぐらいになります。私は売上げが減って撤収したらも

う大変だなという思いがあるんですよ。いろいろな形で地域も支え

ていかないと、なくなったらもう本当に何も、アイスクリームなん

かも食えなくなるわけですから。そういうのを見たとき、行政もそ

ういう地域実態をちゃんと踏まえた形で対応してほしいと思います

よ、私は。特に、本当にうちのほうのコンビニができて、高齢者の

方の行動範囲が広がったんですよ。そこまで必死で行って、一つ物

を買う、何するにも。今まではそういうふうなのなくて、行くとこ

ろがなかったんですよ。そこに行ってまた仲間と話をしたりしてい

るわけですから、私は非常にいい意味では、いやあ助かっているな

というような思いがありますし、ひとり親のところについても、子

供たちが行ってそこで使用できる商品券を拡大してほしいというふ

うに思っていますけれども、どうにもなりませんか。 

 

 山副議長  副町長。 
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答弁 副町長 

（小向仁生君） 

 ひとり親世帯に対してのご質問ですけれども、実はこのひとり親

世帯に産直を使うということはどういうことかといいますと、産直

施設に物を納めている農家の方々、それから小売店の方々もいるか

と思いますけれども、副収入的にそれが言わば生活費の一部、なり

わいになっているという人たちも助けようという思いがあって、二

面性でもって物事を考えた事業でありました。一方では、ひとり親

に対していろいろなものが選べるそういうお店がいいな、コンビニ

もそうなんでしょうけれども。ただ、さっき言ったみたいに、もう

一方では、産直施設に物を納めている方々、農家の方々、それから

小売店の方々のことも考えて、二面性があるということで、こうい

うふうに産直で物を購入してもらうという、そういう事業にしたと

ころです。そのことによって、町内にいろいろな産直施設、４施設

があるんだなというのも分かっていただけると思いますし、当然、

地図を付して手紙を出すわけですから、そこでは地元のみならず町

外のほうにも行って、そういうところでも物を買ってみようかとい

う町民もいるかと思いますので、そういう意味では広く知らせると

いいますか、そういう思いもあって、このような二面性を持った事

業にしたところです。 

 以上です。（「いやいや、だから私が質問しているのは、コンビニ

を対象にできませんかということですから、そこのところは答えな

いと」の声あり）今言ったみたいに、産直施設の二面性を重点的に

考えているので、コンビニは今のところは入れる考えはありません。 

 以上です。 

 

 山副議長  あと答弁は。（「なし」の声あり）なし。 

 じゃあほかにございませんか。 

 すみません、ここで休憩を入れます。１４時４５分まで。 

  （休憩 午後 ２時２９分） 

 山副議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時４４分） 

 山副議長  それでは、１０番、吉村議員。 

 

質疑 １０番 

（吉村敏文君） 

 １０番、吉村です。 

 私は２点ほど。 

 ６ページの戸籍台帳のほうなんですが、住民基本台帳システム改
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修委託料とあるんですが、これは特に住基カードのシステム更新に

なっていると思うんですが、今現在この住基カードを登録している

町民の方、どれぐらいいらっしゃるわけですか。これは、まずはこ

れはシステム的に改修が来ると思うんですが、前から、私の記憶で

あるともうそんなに普及していないような気はしているんですが。

それとともに、今度これが今マイナンバーカード、これのほうと将

来的というかリンクをしていくものなのかどうなのか、その辺のと

ころお聞きしたいと思います。 

 それとあともう一つ。先ほど平野議員からもいろいろプレミアム

付商品券の取扱いについて出ておりますが、私も平野議員と同じで

二川目、甲洋学区にいるわけなんですが、やはりコンビニが一川目

もこれ１軒なんですよ、二川目も１軒なんですが、この２軒だけ。

ですから、これは取扱いを申し込めばオーケーということなんです

が、どうなんでしょうかね、町のほうからもそれ取扱いしていただ

けませんかという要請をする予定はないでしょうか。ということは、

本当に先ほどから申し上げているように、一川目も１軒だけ、二川

目も１軒だけ、それがあるので子供たち、またお年寄りも非常に助

かっている状態なんですよ。ですから、ぜひともそこを本当に使え

るような形にしてもらえればと。これが住民サービスに一番直結し

ていくような気もいたしますので、その辺のところ考慮して、町か

らもそういうところにどうでしょうかという、取扱いするような形

の方向でいきませんかという要請をするつもりはないものかどうな

のか、この２点についてお知らせください。 

 

 山副議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの吉村議員の質問にお答えいたします。 

 事項別明細書の６ページにあります２款４項１目住民基本台帳シ

ステム等の改修委託料の関係で質問がありました。 

 それで、今回このシステムの改修の内容なんですけれども、簡単

に言いますと、今回、住民基本台帳システムと戸籍システムの改修

ですね。その住民基本台帳システムの改修と、下のほうに戸籍シス

テムの改修委託料というのがあります。改修概要ですが、実はこの、

先ほどもちょっと吉村議員が話したとおり、マイナンバー制度のシ

ステムを国では母体にして、これを連携させようという動きがあり
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ます。そして各市町村の住民基本台帳システムと戸籍台帳システム

を連携させて、国とネットワーク化を図ることによって国民の利便

性向上を図るということとなっております。 

 一応この改修を行った後、サービスの内容がどうなるかというこ

とで、ます一つ例を言いますと、婚姻届の例で説明しますと、おい

らせ町に婚姻届を出す場合ですが、夫となる方の戸籍が当町にあり、

妻になる方の戸籍が東京都にある場合は、妻となる方の戸籍謄本の

写しを東京都の市区町村から請求、取得して、この戸籍の写しを婚

姻届に添付し、今現在は届出していただいている状況です。利便性

が悪い状況になっています。一応こういった国民のサービス、悪い

状況がありますので、改修を行って利便性を向上させようというの

が一つ主になっています。当然、改修後については、この戸籍謄本

の写しを東京のほうから取り寄せる必要がありませんので、手続は

簡略化されるかということになっております。 

 住民カードの質問にありました、登録者数、住基カードの発行枚

数なんですけれども、令和２年３月末現在で３，１９９枚となって

おります。 

 あと一つなんですけれども、マイナンバーカードのシステムの改

修はあり得るのかというご質問なんですけれども、今後、そういう

国のマイナンバー制度のほう、要領よく使っていこうというふうに

なっておりまして、これについては令和５年度までちょっと推し進

めるような形になっているところでございます。今現在、こちらの

住基台帳システムと戸籍のシステムと、あと国が行うシステム連携

の部分は、今こうやって通知が来て改修作業を行う予定となってい

るんですけれども、マイナンバーカードの端末自体も町民課には設

置してあるんですけれども、そちらの改修については現在何も情報

がない形になっております。ただ、この一連の作業の中で、必要に

応じて、恐らくお見込みのとおり改修がされるものと見込んでおり

まして、ただ令和５年度までのちょっと長いスケジュール、作業と

なっておりましたので、その中で行われるものと見込んでおります。 

 以上になります。 

 

 山副議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長  ９ページ、商工会のプレミアム商品券の件ですが、コンビニの利
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（久保田優治君） 用登録、町からの要請があるかということでしたけれども、町から

の要請については、商工会補助事業ということであくまでやってい

ますので、商工会には伝えますが町からの要請は考えておりません。 

 以上です。 

 

 山副議長  １０番。 

 

質疑 １０番 

（吉村敏文君） 

 これ住基カードが三千数百枚ということなんですが、これ将来的

に連携するということ、そのマイナンバーカード、これの発行枚数

とかはどのぐらいなのか。ということは、今、給付金の関係で、こ

のカードを使ってやった場合、非常に不具合が起きて、また郵送の

ほうに書き換えてくださいというふうなこともございます。これが、

住基カードのほうがもう大分前から進んでいるわけで、今これです

よね。マイナンバーカードが今こういう形でいろいろトラブルとい

う形になっております。これは将来的に統合していくということに

はなると思うんですが、これどうなんでしょうか。住基カードのほ

うがこれだけ普及しなくて、マイナンバーカードはトラブルだらけ

という形になったときに、果たしてそれを将来的にこれ統合になっ

ていった場合どうなっていくのか、非常に不安を感じるんですが。

マイナンバーカード、今現在で発行枚数どのぐらいになっているか

把握していたらお願いいたします。 

 それと、先ほどのプレミアム付商品券のことなんですが、商工会

のほうに言っておくということなんですが、それも一つのやり方と

は思うんですが、やはり私とすれば、やっぱり町民ですから、使う

人が商工会とか何かに加盟しているわけではない一般の人ですか

ら、町民ですよね。ですから、役場さんのほうで、そういう形でぜ

ひともやっていただきたいんですわ。そうすることによって、一川

目、甲洋学区の方が非常に利便性があるし非常に助かるという思い

でございますので、私はそういう思いなので、商工会といわずに町

でもそういう形の行動というかそういう動きをする気はないですか

という形で聞いているわけですから、言い方は悪いですけれども、

商工会に丸投げみたいな形にしか聞こえないんですが。もう少しそ

の辺のところは親身に取り組んでいくつもりはないのかどうか、そ

れについてもう一度お願いします。 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６４－ 

 山副議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの吉村議員の質問にお答えいたします。 

 すみません、先ほどはちょっと答弁内容に誤りがありまして、大

変失礼いたしました。先ほどちょっと３，１９９枚と話したのがマ

イナンバーカードの数です。令和２年３月３１日におけるマイナン

バーカードの数でした。申し訳ありません。 

 住基カードについては、ただいまちょっと手元に資料がないんで

すけれども、たしか１，０００人ぐらい登録があるというふうに、

１，０００人弱というふうに聞いております。 

 一応、住基カードのほうの登録なんですけれども、こちらはたし

か今年中に使用ができなくなると聞いておりまして、マイナンバー

カードのほうに全て移行する予定となっております。 

 ただし、この住民基本台帳カードのシステムが残っているところ

です。システム改修のほうのお話になりますが、この住民基本カー

ドのシステムのほうも、今回のこのネットワークには活用されると

聞いておりまして、こういう既存のシステムを改修することによっ

てネットワーク化がスムーズにいくと聞いているところでありま

す。 

 以上になります。 

 

 山副議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 コンビニの利用登録の町からの要請、再度願うということですけ

れども、丸投げという言葉が出てきたんですけれども、逆だと思っ

ておりまして、町のほうでやりたいんですけれども、商工会のほう

にやってもらっているというかやることになった事業ですので、せ

っかくですので商工会さんのほうの仕事としてやるんですが、広報

協力とかそういう部分では町も大いに、広報にただで載せるとか、

ホームページに載せる、もしくはアイデアも提供しておりますので、

町民から見ればどちらがやっているか恐らく分からないような格好

で周知されると思いますので、その辺でご了承願えればと思います。 

 

 山副議長  １０番。 
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質疑 １０番 

（吉村敏文君） 

 このマイナンバーカード、このほうに移行していくということな

んですが、私も住基カードと同じように、これもう大分前に今のよ

うな説明を受けて、普及が１，０００枚程度。それでマイナンバー

カードのほうは３，１９９枚ですか、これが今の給付金のことでこ

れ一番、なってからはですよ、給付金のところで一番これ活用がで

きたんじゃないかなと、ネットやった場合ですよ。でも結果的にこ

ういうトラブルが起きると。ではまた郵送にしてくださいという形

になってくるので、私は、これはなっていくのはいいんでしょうけ

れども、やはり今みたいなトラブルがないような形の部分でやって

いかないと、また住基カードと同じような結果になるんじゃないか

なという危惧をするので、これを導入しちゃいますと、国のほうの

制度なんですが、必ず何年かに１回、こういうシステムの改修とか

いろいろ出てくるわけですから、やはり本当にやるのであれば実効

性のあるような形でやってもらいたいなという思いで、今申し上げ

ました。 

 それとあとプレミアム商品券のほうは、これは本当にこの一川目、

二川目、甲洋学区については、本当に商店がないわけですよ。こっ

ちの町場のほうはいろいろあるんですが、本当に甲洋学区に関しま

しては、商店とかいうことになりますと、この２軒しかない。あの

エリアですよ、あの広いエリアで２軒しかないわけですから、皆さ

ん、お年寄りの方も子供さん方も非常に利用しているわけなんです

よ。非常に助かっているわけなので、ぜひともこの地域からこの２

店がなくならないような形になってほしいなという思いでいるもの

ですから、今こういう質問をいたしました。とにかくいずれにして

もこの２軒しかないので、何とかこれ、ここで頑張っているコンビ

ニさんにも少し利益があればなという思いもありましたので、今、

質問いたしました。どうもありがとうございました。そこについて

はオーケーです。 

 

 山副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 １３番、西館議員。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館です。 

 ３点お願いします。 

 まず第１点、確認の意味で、今、１０番議員の話に出てきました
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けれども、住基カードの関係でやり取りありましたけれども、これ

が改修になりますと、今、本籍地に対する、例えば戸籍謄本、戸籍

抄本どうの、住民票上の住所があっても、戸籍は戸籍があるところ

でないと請求できないということになるわけですけれども、そうす

ると、住民票があるところであれば、戸籍はほかにあってもそっち

に請求しないで、住民票があるところでもう請求して取得できると

いうふうになるのですかというのが１点。 

 それから、もう１点は、８ページの農業総務費ですけれども、こ

れは８番議員とのやり取りの中にありました。５４０万円という数

字が計上されておりますけれども、そもそもこの財源というのは何

でしょうか。県・国から来たのを我が町独自ということでやるので

すか。それとも、初めから我が町から捻出される性質のものでしょ

うか。それお願いします。 

 それから、３点目が９ページの７款観光施設費の中の自由の女神

の建立、これの記念事業についてもう少し詳しく。これ何かいろい

ろなものを作って配布するとかと、セレモニーとかそういうのはな

くてそういう、ともかくこれをもう少し細かく説明してくれればと

いうふうに。 

 以上３点をまずお願いします。 

 

 山副議長  町民課長。 

  

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 戸籍の取得に関することなんですけれども、議員おっしゃるとお

り、システム改修が完成された後は、ネットワーク化が図られた後

になりますが、例えばおいらせ町に住所があって戸籍は東京都、他

県にある場合、おいらせ町でも取得できるようになります。 

 以上になります。 

 

 山副議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それではお答えをいたします。 

 ８ページの農業総務費の農業労働力確保支援事業費補助金の財源

についてのお問合せでございますけれども、こちらの事業につきま

しては、新型コロナウイルス感染症対策の町の独自支援策というこ
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とで、もともとは町の単独事業ということでございますが、この事

業につきましては、青森県のほうの新型コロナウイルス感染症対応

地域経済対策事業費補助金と、ちょっと長いですけれどもそういう

事業のメニューがありまして、１事業当たり１，５００万円の補助

事業ということで、補助率１０分の１０の事業に申請をして、そち

らの財源を充当する予定にしております。 

 以上です。 

 

 山副議長  商工観光課長。 

 

 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 それでは、９ページの自由の女神の記念事業の中身についてお知

らせします。 

 ４つほど考えておりまして、観光パンフ外国語版の作成を考えて

います。英語、中国語、韓国語を予定しています。 

 それから、ユーチューブでの動画作成をすると。空撮などを交え

ての動画撮影。 

 ほかに、あと観光のＰＲ用として、ホームページとＳＮＳでの発

信の素材を作ってもらうと。 

 それから、メディアのプロモート費ということで、タレントにな

ると思われますが、ユーチューバーといわれる方々にお願いしての

プロモート費用という形を見込んでおり、以上、４つの事業を計画

しております。 

 

 山副議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 戸籍関係書類、住所だけあるところでも取れるということで、こ

れは画期的、すばらしいと思いました。 

 ２番目の労働力確保云々ですけれども、これはそうすると県から

５４０万円、１０分の１０で来るということであれば、ぜひともそ

れを町の経済のために５４０万円消費してほしいという、本当に切

実な思いがあります。そうする思いからこの事業を見ますと、今ま

でサラリーマンやっていた人たちが職場を失って農業にそのままス

トレートに来るかと。なかなか来づらい面があると。それだけでな

く、８番議員もしゃべったように、その人たちが何人あるんだと。

５４０万円をちょこちょこっとかじってかすり傷をつけて終わりか
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と。それだったらやたらもったいないということで、あくまでも農

業をやっている人たちのメリットという観点から考えてみれば、あ

まりにも弱過ぎると。もう少しこれ、５４０万円分の５４０万円を

消費するためにどういうふうにしたらいいかということを考えるん

であれば、今のやり方だとやたら弱過ぎると私思いますよ。もうち

ょっと工夫して、どうすればこれを消費できるかと、消化できるか

ということをぜひとも考えてもらいたいというふうに、それ１点お

願いします。 

 それから、何をこの自由の女神でやるんですか。ここの自由の女

神の、ただあるよという線だけでは何もならないじゃないか、何が

一番発信力が高いのかと、私しゃべりたかったのは、まさしく久保

田課長がしゃべったユーチューブなんですよ。ユーチューブこそ今

や世界共通の一番の発信力のあるものだから、それにほかのものと

比べればそんなに高くできるわけでもない、有名な本当のユーチュ

ーバーに頼めば、それはその辺は分からないんだけれども、その気

になれば誰でも作れると。本当に飛び切り面白い、あ、よく工夫し

たなという、工夫するしないに関わらず、ああいいもんだ面白いも

んだということで、ちょこっとその動画にアクセス、関心あるよう

なものを作ることができれば、廉価でそれなりの効果が望めるとい

うことで、ぜひともユーチューブ活用してほしいということを思っ

たら、もう先に、メインで、ここは、ああ、まず我が意を得たりで、

大変いいと思いますのでオーケーです。 

 １点だけ、真ん中にしゃべったところをひとつお願いします。 

 

 山副議長  農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えいたします。 

 この労働力支援事業なんですけれども、５４０万円という金額に

なっておりますが、これは積算としては、１人当たり上限３，００

０円掛ける大体１か月当たり２０日働けば、６万円という金額にな

ります。農業をする期間、仮に６か月だとして、六六、三十六万円

が１名分ということで、１経営体当たり何人使うか分かりませんけ

れども、大体３人使うとすれば３６万円掛ける３名の１０８万円で、

５経営体でいくと５４０万円という、こういう積算になっておりま

して、当然こういう形で使われるとは思っておりません。そういっ
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た意味で、これにつきましては柔軟に、アルバイトも可ですし、あ

と様々な形態で、農業に一時的に復職したりですとか、様々なそう

いう従事が可能です。さらに農業といいましても、農業の生産だけ

ではなくて、加工、販売、流通といった、いろいろなそういう業務

に従事した場合にこの助成の対象にしようということで考えており

ます。 

 先ほども説明しましたが、町民等となっておりますが、町民だけ

ではなくて、例えば経営体がコロナによるそういう影響を受けた場

合については町外の方も対象にするということになっておりました

ので、こちらとしても、先ほども話しましたが、おいらせ町民が何

人いるのかとなりますと現在は少ないかもしれません。ただ、先ほ

ど話した、これからの第２波、第３波ですとか、あと雇用状況の悪

化ですとか、あとはそういった支援策ということで立ち上げた事業

ですので、これにつきましては、どの程度使われるかというのはは

っきりは分かりませんけれども、独自支援策、影響を受けている農

業、農業者に対しての支援策ということでつくり上げたものですの

で、その辺ご理解いただければと思います。 

 以上です。 

 

 山副議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館です。 

 三村課長、よく分かりました。これ、やっぱり何だかんだコロナ

に影響を受けた人でなければだめなのかね。それだと、例えば３，

０００円ずつだと、５４０万円消費するためには、１，７００人分

……、何ていうのかな、１，７００人分働いた実績がなければ、不

用額としてもう返すということにならざるを得ないということであ

れば、コロナに悪影響コロナに悪影響といえば絶対消化できないと

思うんだよね。そういう縛りが絶対だといえば別だけれども、やっ

ぱり農業者サイドに立ってやるということであれば、もっともっと

間口を広げて、農業者のところに行く人を確保できるような事業で

ないとだめだと思うんだけれども。何たかんたコロナですか、そこ

だけ最後。 

 

 山副議長  農林水産課長。 
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答弁 農林水産課長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えいたします。 

 最初にこの事業を考えたときには、コロナに関わらず農業の労働

力不足を補うということで、新規に雇用した場合は対象にするよう

な事業ということで組立てはしておりましたけれども、やはり今の

コロナ、どうしてもこういう補助事業の対象になっている部分もあ

りますけれども、コロナに限定して、コロナに影響してやっぱり困

っているとか職を失ったとか、あるいは農業の生産性が落ちた、野

菜を廃棄したとか、いろいろなそういう影響が出たということを、

やっぱり影響が出たことによる、それに対応するような事業にしよ

うということで今回組立てしております。ですので、生産者、農業

経営体が影響を受けた場合と、あとは実際に雇用される方が影響を

受けた場合という、どちらかに該当する場合に補助するということ

になっておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

 

 山副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、歳入歳出全般及び給与費明細書についての質疑を終

わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４１号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 山副議長  次に、日程第７、議案第４２号令和２年度おいらせ町国民健康保

険特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町民課長。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７１－ 

 

当局の説明 町民課長 

（澤頭則光君） 

 それでは、議案第４２号令和２年度おいらせ町国民健康保険特別

会計補正予算についてご説明申し上げます。 

 議案書の２１ページから２３ページ、別冊特別会計補正予算に関

する説明書１ページから４ページになります。 

 本案は、既決予算の総額に歳入歳出それぞれ６１万９，０００円

を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２５億３，３１６万５，

０００円とするものであります。 

 その内容について説明しますと、歳出でありますが、特定健康診

査事業費を増額しておりますが、この内容は、これまで特定健康診

査に係る申込みは、主には保健協力員が回収に当たっておりました

が、新型コロナウイルス対策として郵送で申込みが行えるようにす

るための経費を増額するものであります。 

 歳入でありますが、国民健康保険事業基金繰入金を増額するもの

であります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 山副議長  説明が終わりました。 

 これから第１表歳入歳出予算補正の歳入歳出全般についての質疑

を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 特別会計補正予算に関する説明書３ページから４ページになりま

す。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４２号についての採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 山副議長  次に、日程第８、議案第４３号、令和２年度おいらせ町介護保険

特別会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 

 

当局の説明 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 議案第４３号についてご説明申し上げます。 

 議案書の２４ページから２６ページ、別冊の特別会計補正予算に

関する説明書５ページから１１ページになります。 

 本案は既定予算の総額に歳入歳出それぞれ２４７万３，０００円

を追加し、予算の総額を２３億１，８４５万７，０００円とするも

のです。 

 その主な内容でありますが、歳出では産休代替職員の給料等を追

加し、歳入では一般会計繰入金を増額するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 山副議長  説明が終わりました。 

 これから第１表歳入歳出予算補正の歳入歳出全般及び給与費明細

書についての質疑を行います。 

 質疑は事項別明細書により行います。 

 特別会計補正予算に関する説明書７ページから１１ページになり

ます。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４３号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 山副議長  次に、日程第９、議案第４４号、令和２年度おいらせ町病院事業

会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、議案第４４号、令和２年度おいらせ町病院事業会計補

正予算についてご説明申し上げます。 

 議案書は２７ページから２８ページ、別冊補正予算に関する説明

書の１３ページから１７ページになります。 

 本案は、議案第３６号で議決いただいた医師などの特殊勤務手当

の給与費の追加により、収益的収入及び支出の既決予算額を２１９

万９，０００円増額し、予定額を１０億６３６万円とするほか、資

本的収入及び支出では、病院感染対策として大型空気清浄機１台と、

患者の飛沫を防ぎ室内の洗浄を行うことができるクリーンパーティ

ション１台を設置するため、既決予算額に１６８万円を追加し、予

定額を４，２０６万円に、資本的支出の予定額を５，５３０万３，

０００円とするものであります。 

 なお、資本的収入の不足額については、当年度損益勘定留保資金

を充当するものでありますが、今回の資本的支出の増額については、

一般会計からの出資金を増額充当し整備するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 山副議長  説明が終わりました。 

 本案については、議案書と説明書により一括で質疑を行います。

給与費明細書も含みます。 

 議案書２７ページから２８ページ、病院事業会計補正予算に関す

る説明書１３ページから１７ページになります。 

 質疑ございませんか。 

 沼端議員。 

 

質疑 ９番 

（沼端 務君） 

 ９番、沼端です。 

 事項別明細書とか議案書、数字じゃないやつでちょっと関連で。

事務長に、午前中のやつの答弁のやつもちょっとある程度。当町に

おけるコロナ対策、四十数件の検査というかで、２件のＰＣＲ検査

したという実態の中の説明があったような気がします。いち早い、
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おいらせ病院はコロナ対策対象病院ということの指定を受けたとい

う話でした。これから、今後コロナに対する第２波、第３波の状態

になり得る可能性も現実的にはあると思います。今こうやって見る

と、まだ東京も収まっていない、逆に九州、長崎のほうが、田舎の

ほうが余計コロナになっている、対象者の人が多く出てきている。

最近そういう地方に出てくるのかなと。じゃあ、当町におけるおい

らせ病院の対象で、連携です、検査はします、それが入院は多分し

ないと思うんですよ。そこで、じゃあ広域での対象病院に搬送する

も、そういう構えはうまくできているのかという確認と、あと先ほ

どＰＣＲ検査が八戸市でドライブスルーでできるようになる、そう

なったときには、例えばじゃあ何日早くなるとかというメリットが

あるものなのか。そういう、現在だと３日か４日かかるけれども、

ドライブスルーでやるともう次の日分かるよとかという話になるの

かなという確認の意味です。 

 それとあと、単純に、もしコロナになった場合、その治療費とい

うのは国が見るんですか、個人が払うんですかというところも若干

確認したいです。 

 以上よろしくお願いします。 

 

 山副議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、沼端議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、今回、２月２８日から現在まで４９件ありまして、そのう

ちコロナの疑いがあると診察で診たものは１２件、さらにＰＣＲを

取った、検体を取ったのが２件ということで、早めに対応を行って

まいりました。医師、看護師、検査技師、放射線技師、全てＰＰＥ

対応、防護服を着ての対応で対処しております。午前中もお答えし

ましたけれども、結果、陽性がいなかったということでいいんです

けれども、今後増える可能性もあるし、今、行き来が、元の警戒地

域とこちらの行き来が頻繁になれば、場合によってはこちらのほう

も当然第２波、第３波があるやもしれません。よって、病院とする

と、その対応策ということで、今、熱中症があるかもしれない、場

合によっては、インフルエンザが早くなるかもしれないということ

で、早め早めの対応を検討して、病院を守っていく、地域医療を守

っていくという形で今進めているところでございます。 
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 それと、当町における検査でございますけれども、仮にＰＣＲの

検体を取って、ＰＣＲを送って、それが患者が陽性になっていると

いうことが後日発生した場合は、当然、当院では入院は施設ワンフ

ロアですので感染リスクが高いので、当然ほかの病院、市民病院だ

ったり日赤病院だったり、場合によっては労災病院だったりという

ところに入院してもらうという形になろうかと思っております。検

査までは病院はしますけれども、入院までは受入れということは困

難であろうという、病院の中での判断で今進めております。当然、

その考え方も県または八戸市の市民病院等に伝えてありますので、

今後そういう形になろうかと思っております。 

 それと、ドライブスルー、ＰＣＲの検査でございましたけれども、

これまでは青森市のほうに送って２日もしくは３日かかっておりま

したけれども、これからは八戸市で月水金の夜に行うということで、

翌日には判明するだろうと思っておりますので、検査結果は迅速に

これから出てくると思っておりますし、また簡易キットも今出回り

始めてきておりますので、当院でもその対応を今後どうするかとい

うことを含めて、コロナ対策を進めてまいりたいと思っております。 

 それと最後に、コロナの医療についてでございますけれども、医

療費については、これについては個人が持つのではなくて国が持つ

と決められておりますので、コロナの入院患者とか、例えば軽症者

という部分の診断とか入院とか、場合によってはホテルの待機、そ

ういう経費については、今、国が持つということになっております。 

 以上でございます。 

 

 山副議長  ９番。 

 

質疑 ９番 

（沼端 務君） 

 ９番、沼端、再質問させてもらいます。 

 今の説明で大体の流れ、これから検査も早く迅速になる。ただ、

今後、今の状態、私もあそこ何度か通って、見ると玄関のところに

今仮設のテントで、まずは熱ある人ない人という形でやっている感

じの、いち早くやったのは分かっておりました。でも、今後、これ

から、今、夏場はいいんですけれども、冬場にかけてインフルとか、

いろいろな先ほど言った様々な、コロナ、そういうのの分かりにく

い、ましてやコロナでも現在無症状の状態で分かりにくい状態だと

いう話が結構世間では出回っているのかなという部分では、ほかの
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患者、病院として今度外来の患者も逆に来づらくなる部分もあるの

かなと。そうする部分ではきっちり対応する病院であるならば、き

ちっとした、もう少しお金をかけてでも、完全隔離できるような、

インフルエンザも踏まえて、そういう対応を今後冬場に向けて早め

に取れないものかなと思っておりました。その部分でやっぱり国と

か県が対応する病院として指定するのであれば、それなりの補助金

とか援助がないものなのか、そこら辺の確認を再度したいと思いま

す。 

 

 山副議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 それでは、沼端議員の再質問にお答えをいたします。 

 病院では２月２８日から玄関先でトリアージをしております。当

然、コロナ患者の疑いある方と一般の患者の動線を分けるというこ

とで行ったものでありまして、現在もそれは続けております。今、

沼端議員から、病院の患者分けたほうがと、しっかりした病院体制

のほうがというお話をいただきましたけれども、当然病院もそうい

うことを考えておりまして、今の施設の中で改修するのは非常に困

難であります。その中で、今回補正予算で上げたクリーンパーティ

ションというのは、これは院内で陰圧を作れる機能であります。要

は、飛沫とか感染予防、場合によっては患者からの空気を受けない

というものでありますので、そういうふうな、イメージ的に言えば、

絵画とか飾るような展示パネルのようなものが陰圧するような機種

が加わっておりまして、それを対面に置くことによって感染防止が

図られる、場合によっては陰圧空間が作られるということになりま

すので、改修は難しいと言いながらも、部屋を設けながら、そうい

う機種というか機器で対応して乗り越えてまいりたいなと思ってお

りますし、先ほどインフルエンザのお話もありました。できるだけ、

インフルエンザの予防接種もいつもの状況ではなくて早め早めの予

防をして、できるだけインフルエンザとコロナ疑い患者と分けるよ

うな形の取組もうちのほうから提案してまいりたいと思っておりま

す。 

 それと最後に、厚生労働省から、国からの支援がないのかという

お話でございますけれども、今、国で新型コロナ疑いの患者受入れ

のための院内防止対策ということで、うちは２次救急医療機関とな
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っておりますので、それに対応した設備の補助がございます。これ

はまだ県のほうでは決定しておりませんけれども、そういう内示が

ありますので、そういうものを活用しながら対応したいと思ってお

りますし、また、医療機関における感染拡大防止の支援ということ

で、病院の規模に応じた補助も考えているということでありますの

で、できるだけそういう補助を活用しながら病院を守っていく、地

域を守っていく、患者の感染予防を図っていくという、いろいろな

部分で取組をしてまいりたいなと思っております。 

 いずれにしても、コロナと熱中症、インフルエンザ、同じような

症状で、これから混乱また出てくるかもしれませんけれども、医師

と看護師、医療関係者、事務も含めて協力しながら取り組んで進め

てまいりたいなと思っておりますので、ご指導ご鞭撻のほうよろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

 

 山副議長  ９番。 

 

質疑 ９番 

（沼端 務君） 

 事務長の説明で、おいらせ病院の取組、対応分かりました。いろ

いろ朝一の条例等でも、医療従事する方々にいろいろな部分では、

多いか少ないかは分からないですけれども、そういう整備もしなが

らと。あとは設立者である町長はじめ事務方のトップである副町長

も、おいらせ病院、おいらせ町にあるおいらせ病院の今後の部分で

は、やっぱり医療に従事する院長はじめ、仕事をしている方々に激

励しながら、たまには顔を出しながら、実態、あと現実的にこのコ

ロナの影響でやっぱり外来は少なくなると思うんですよ。病院経営

がますます、意外とこのコロナで厳しくなるのかなという部分も懸

念されると思います。そういう部分では、きっちり、町長はじめ副

町長も、経験というかおいらせ病院を見守るというか、激励してほ

しいなと思っていました。 

 以上です。 

 

 山副議長  答弁はいいですか。（「いいです」の声あり） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 １３番。 
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質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館です。 

 一つだけ、説明書のどことかいうことじゃないんですが、病院経

営上、一つ教えてほしいことがありまして。というのは、どこの病

院にでも薬剤師がおるわけでして、ただ、おる、おったわけです。

今、おいらせ病院にも薬剤師っていますよね。まずそれ一つ確認さ

せてください。 

 

 山副議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 西館芳信議員の質問にお答えいたします。 

 薬剤師は現在２名おります。 

 以上です。 

 

 山副議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 １３番、西館です。 

 そうすると、例えば私なんか何も事情を知らない人間にとっては、

昨今どこの病院に行っても周りに薬局ができて、医師の処方箋に基

づいて、その薬局に行けば出すわけです。つまり、薬剤師の仕事と

いうのは、そういう形で大分減っているんじゃないのかなと。つま

るところ、突き詰めれば、薬剤師っていなくても何とかなるのじゃ

ないかなと思うんだけれども、何でそういうふうにしてどこの病院

でもいまだに薬剤師がいるのか。薬剤師のもっとほかに役割がある

からいるんでしょうけれども、そこをちょこっと教えていただきた

いんです。お願いします。 

 

 山副議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 確かに、今、おいらせ病院では、外の薬局に外来処方を出してお

ります。当然、薬剤師の役割とすれば、先生からもらった処方箋を

確認して出すということもあるんですけれども、何せうちの病院は

当然入院患者もありますので、入院者に対する、例えば朝昼晩の薬

剤処方だったりとか、処方のアドバイスだったりとかという部分が

あります。ただ薬剤を処方するということだけではなくて、日常の

薬剤師の役割というものもありますので、減っているようには見え
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ますけれども、役割としては重要だと認識しております。 

 以上です。 

 

 山副議長  １３番。 

 

質疑 １３番 

（西館芳信君） 

 なるほど、よく分かりました。 

 それで、薬剤師に触れたのはもう一つ目的ありまして、このこと

については福田税務課長とも話したことあるんですが、私なんか病

院に行って薬もらいます、３か月に１回ぐらいですね。そうすると、

私は医師にも薬局の人にもしゃべるんですけれども、とても生活が

きつくて、こんなに高い薬だともう生活していけないと、おら大し

たお金もないしというふうにしゃべっているんだけれども、一向に

変わらない。ジェネリック何とかお願いしますよともう、医師のほ

うは、いや薬局のほうで何とかとそっちのほうはとぼけるし、薬局

のほうは薬局で、いや医師の処方箋がこうだからということで、何

なんだこれはというふうになって、でもいまだに、おらもう本当に

銭こないし、国にも町にも申し訳ないからということでジェネリッ

クと言っても、全くそっちのほうには考えてくれないし、ましてや

今、保険者が県に統一されてしまったら、我が町だけで一生懸命ジ

ェネリック努力しても、最終的には財政的な管理は県ということに

なれば、１つの自治体が頑張ったのも平均的に直されて目に見えな

いものになってくるということであれば、ジェネリックの本来の何

というかメリットというのは、何もなくなってしまったんでないか

と。案の定、成田町長も以前はジェネリック云々ということで声高

らかにいろいろ話してくれたんだけれども、恐らく何かそういうふ

うに、ジェネリックというのはあまり顧みられなくなってきたんで

ないかなと私自身思うんですよ。でも、病院の経営考えれば、やっ

ぱりジェネリックというのは、病院経営と、それから私ども貧乏人

の立場に立ってなるべく安い薬で、何も特別新しい病気を患ってい

るわけでも何でもないし、従来からある、それこそ普通にあるもの

を、それこそかかっているわけですから、そのところをもうちょっ

と、こういう情勢であるんだけれども、町で何とか、病院の仕事に

なるのか、あるいは国保の仕事になるか分からないんだけれども、

その辺努力してくれるというふうなお言葉はないものでしょうか。

最後にそれ１つお願いします。 
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 山副議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（田中貴重君） 

 まずもって恥ずかしいことなんですけれども、当院の処方がジェ

ネリックじゃないということもよく分からなかったし、どういう処

方がされているかという部分は、私とするとまだそこまで把握して

いなかったということで、答弁とすればちょっとできないような状

況で、大変申し訳ないなと思っております。 

 ただ、今、西館議員がおっしゃったように、確かに３か月という

ふうな分は、確かに長期処方もございます。低所得者に対しての薬

の金額的なものもございます。 

 答弁には全くなりませんが、今の話を聞いて、少し勉強をしてみ

て、まず病院に戻って確認をしてみるという作業から始めさせてい

ただければなと思っております。もし私以外でこのジェネリックの

関係で分かる人がいれば、答弁の協力をいただきたいなと思ってお

ります。 

 答弁には本当になりませんけれども、ちょっとその辺の知識が、

認識が足りないので、ちょっと今はっきりしたことをお答えできな

いということでおわび申し上げるとともに、ただ、今の意見は参考

にさせていただくということでご了解いただきたいと思っておりま

す。（「大丈夫。おいらせ病院じゃないから」の声あり）ありがとう

ございます。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 私の名前も出たので。恥ずかしながら私も薬服用しているので、

立場上安い薬使ったほうが国保のためになろうかなと思って、先生

にお願いしたら、ああいいですよ、どっちでもあるからという部分

で処方箋書いてくれました。そして、別な部分では、まだ１０年の

特許が切れていないからこれ新薬がないんだよというのもありまし

て、しゃべればやってくれるんでないのかなという気がしておりま

す。 

 以上です。 

 

 山副議長  税務課長。 
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答弁 税務課長 

（福田輝雄君） 

 私からは、ちょっと補足になるかもしれないんですけれども、保

険者、国保、あとは後期高齢者医療保険の連合会のほうもそうなん

ですけれども、ジェネリックの推奨に関しては現在もそうしていま

す。パンフレット等も出しています。ただ、一時期よりはＰＲが落

ちてきているのかなと思っております。保険者につきましては、幾

らでも医療費を削減する形を考えた場合には、新薬の高い薬品より

はジェネリックの価格の抑えた形を使っていただくようにというＰ

Ｒは現在もしているということで申し添えます。 

 以上です。 

 

 山副議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 初めに、原案に反対する者の討論を許します。討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４４号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 山副議長  日程第１０、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 この件については、おいらせ町議会会議規則第１２７条第１項の

規定により手続を取るものであります。 

 お諮りします。 

 議員派遣の件については、お手元に配付してあります資料のとお

り、７月９日、青森市において開催される県下町村議会議員研修会

に全議員を派遣することにしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 山副議長  異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、お手元に配付してあります資
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料のとおり派遣することに決定いたしました。 

 

日程終了の 

告知 

山副議長  以上で、本定例会の会議に付された事件は全て議了いたしました。 

 ここで、町長から発言したい旨の申し出がありましたので、これ

を許します。 

 町長。演壇にてお願いします。 

 

 町長 

（成田 隆君） 

 令和２年第２回おいらせ町議会定例会におきまして、議員各位に

は大変ご多用中のところご参集いただき、また、提案した全ての議

案について議決賜り、厚くお礼申し上げます。 

 議案審議の過程でいただきましたご意見、ご提言は重く受け止め、

今後の町政運営に努めてまいりたいと考えております。 

 例年であれば、新緑が美しく、すがすがしい初夏の季節、イベン

トやスポーツを行うには絶好の時期ですが、新型コロナウイルス感

染症の影響で、多くの行事が延期、中止となり、大変残念に思いま

す。 

 先般の国の緊急事態宣言が解除された後も、首都圏では感染者が

増加するなど、いまだ予断を許さない状況が続いておりますが、私

どもとしても、感染防止対策に十分な注意を払い、引き続き滞りな

い行政サービスを心がけてまいります。 

 最後になりますが、これから本格的な梅雨の時期となり、暑さも

厳しくなると予想されております。議員の皆様には、健康に留意さ

れまして、引き続きご活躍されますようご祈念申し上げ、簡単では

ありますが閉会に当たっての挨拶といたします。（「一同起立」の声

あり） 

 ありがとうございました。（「ありがとうございました」の声あり） 

 

閉会宣告 山副議長  これで会議を閉じます。 

 これをもちまして、令和２年第２回おいらせ町議会定例会を閉会

いたします。ご苦労さまでした。 

 

  （散会時刻 午後 ３時４５分） 

 

 事務局長 

（赤坂千敏君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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